


はじめに

　ひとが育つための機会を芸術祭のなかにどのように組み込むか。これはフェスティバル/

トーキョー（F/T）の非常に重要な裏のテーマである。「裏の」というのは、時々の表向きの

テーマの陰で、複数年にわたって絶えず探られるべきだからで、そこには現在の社会の潮流

に対する強い危機感がある。問題は消費の速さであり、ひともモノも驚くべき速度で消費さ

れ、使い捨てられていく。捨てられるだけでは済まず、うっかりすると疲弊し潰れていってし

まう。アートに限ってみても、作品然り、アーティスト然り、観客やスタッフ然り、題材然り、そ

して芸術祭自体も然り。

　このことに抗って、2021年以降に希望をつなぐためには、使い潰す／潰されることを慎重

に回避し、むしろひとが育っていく（あえて「育てる」とは言わない）機能を、フェスティバルが

自覚的に実装すべきではないか。F/Tではそのための取り組みをすでにさまざまな形で模索

しているが、今回、新たなプログラムをスタートさせた。それが「アーティスト・ピット」である。

　技や術としてのアートの習得・上達は、際限なくつづくはずだ。しかし、とくに鍛錬の必要

を実感するのは、独り立ちして活動を始めた〈あと〉だろう。実践こそが最上の学校だとはい

え、独り立ちしたアーティストは孤立しがちで、一瞬でも立ち止まり、自分の活動を検証し、あ

らためて何が必要かを見極め、力をつけ直す場があるに越したことはない。「アーティスト・ピッ

ト」はそれを講座形式ではなく、少人数のアーティストによる自治的な鍛錬の場として実現す

るものである。

　「ピット」とは自動車レースの途中で補給や修理、調整をおこなう場であると同時に、深い

竪穴、落とし穴であり、落ちた者は自力で這い上がらなければならない。初年度の今年はハラ

サオリ氏の強い初期衝動に支えられ、主にソロのパフォーマンス・アートの作り手たちが、自ら

の活動の言語化（これはソロのアーティストにとって死活問題だろう）を鍛え合う、すばらしく

密度の濃いプログラムとなった。

　今後も広義のアーティスト（作家だけとは限らない作り手）を対象に、毎年テーマやファシリ

テーターを代えて続ける予定のこのプログラムが、これほど充実した初年度を終えられたのは

望外の喜びである。ハラ氏をはじめとする参加アーティストの今後の一層の活躍を期待すると

ともに、ゲストコーチの大谷能生氏、事前インタビューと報告を担ってくださった住吉智恵氏、

運営・記録スタッフ、会場をお借りしたくすのき荘に感謝したい。

ディレクター　長島 確

共同ディレクター　河合千佳
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1.    アーティスト・ピットとは

アーティストが創作に必要な言語と技術を自覚的に獲得し、

相互批評を通して作品の精度を高めていくための

鍛錬の場となることを目指したプログラムである。

“アーティスト・ピット“は、

自動車レースのピットインのように、

アーティストが必要な補給や整備・修理を行う場であると同時に、

キャリアの途中で陥る必要のある深い穴でもあり、

「自らの力で這い上がる鍛錬の場」と、

「作品を磨くための準備の場」として

このプログラムが機能していくとことを願って名付けた。

実施日程 11/18（Mon）、  19（Tue）　11:00～ 18:00

11/25（Mon）、  26（Tue）　11:00～ 18:00

11/29（Fri）  　               13:00～ 17:30

会場　　くすのき荘（東京都豊島区上池袋4-20-1）  

ファシリテーター　　ハラサオリ  

ゲストコーチ　　大谷能生（11/25、 26、29に参加）  

参加アーティスト　　Akane Soeda＋Risako Okuizumi ／小林勇輝／

　　　　　　　　　 たくみちゃん／武本拓也／三野 新  
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2.    プログラム 第1回　11/18 (Mon) 11:00-18:00

11：00　あいさつ　

ディレクターの長島 確を交え、プロ

グラムのねらいや、場のつくりかた、

参加の姿勢について共有

11：10　自分の作家活動や作品において、

影響をうけた或いは参照している作

家の紹介　

20min 個人プレゼン ×6（注） 

10min参加者からの応答 ×6

14：10　昼食

15：00　自己のコンセプト・技法のプレゼン

20min 個人プレゼン ×3

40min 参加者からの応答 ×3

第2回  11/19 (Tue) 11:00-18:00 　

11：00　今日の流れについて

初回の反省を生かし、プレゼン者以

外はPCを閉じ、内容に集中すること

（気になるキーワードはメモにとり、

議論に活かす）一人一人が発言の時

間を持てる場としての意識を持つこ

とを共有

11：20　自己のコンセプト・技法のプレゼン

30min 個人プレゼン ×2　　　

40min 参加者からの応答 ×2

13：30　昼食

14：30　自己のコンセプト・技法のプレゼン

30min 個人プレゼン ×1

40min 参加者からの応答 ×1

15：40　休憩

16：00　前日のプレゼン内容の振り返り　

20min ×3

17：00　キーワードの整理 　 

17：20　第3回に向けての課題検討 

自分が更に深めたいキーワードを選

出し、次回までにキーワードに関する

リサーチを進めること

第3回　11/25 (Mon) 11:00-18:00

11：00　ゲストコーチの紹介と

今後の流れについて　

3回・4回は、互いの前提を確認しな

がら、互いの関係性や位置づけを考

える為の議論を目指すことを共有

11：20　ファシリテーターによる

近現代ダンス史の紹介

11：30　１～２回目のまとめ

自己紹介と、気になっているキーワー

ドに関して、調べてきた内容を紹介

20min ×6

13：30　昼食

14：20  ゲストコーチからの応答

35min ×6 ※途中休憩あり

17：50　明日の流れについての確認

第4回　11/26 (Tue) 11:00-18:00

11：00　前日の振り返りから

本日の流れの説明

11：10　ゲストコーチによる音楽史レクチャー

＆各作家へ参考となる

事例(音源)の提供①　

13：00　昼食

14：00　ゲストコーチによる音楽史レクチャー

＆各作家へ参考となる

事例(音源)の提供②

15：30　休憩

15：40　参加者からの応答　20min ×6

レクチャーと提供された音源を通じ

て、「自分の作品が持つ“枠組み”に

ついて」思考を言語化する　

17：50　最終日の内容と

スケジュールについて話合い

第5回　11/29 (Fri) 13:00-17:30

13：00　プレゼン　20min ×6

これまでの議論で顕在化した共通の

問題意識の中から、観客論と創作に

使う手段を課題に、各自の作品の枠

組みを明確化

今後の作品の方向性についての考え

を整理し発表する

15：00　休憩

15：10　ゲストコーチによる

今後の作品の方向性への応答

20min ×6

17：10　休憩

17：20　プログラム全体の振り返り

（注）Akane Soeda＋Risako Okuizumi、

小林勇輝、たくみちゃん、武本拓也、　　
三野 新、ハラサオリ(ユニット＋5名)

　このプログラムでは、全5回“プレゼントとそれに対する応答”をベースとした場

をつくった。この場では、気になった言葉やポイントを書き出し、全体に共有しな

がら議論を進めた。第1回〜2回までは、ファシリテーターと参加アーティストの

みで行った。第3回からはゲストコーチとして大谷能生を招き、音楽史のレク

チャーも交えて、アーティスト達が客観的かつ俯瞰的に自分の作品を見つめ直す

作業を試みた。

　また、プログラムが始まる前の11月6日(水)に事前集会の場を設けており、ファシ

リテーターと参加アーティスト達の顔合わせを行った。この場では、プログラムを

行う上で参加者に自覚的になってほしい“プログラムの前提”を共有した。

〈プログラムの前提〉

・創作の場ではなく、相互批評を通じて創作に必要な言語と技術の精査・習得を目

指す場である。

・アーティストとして未完成な部分も共有できる場である。

・参加者は活動歴があり、他者に自分のことを説明できる言語がある、

且つ他者へも言葉を提供できることを前提に採用した。

・プログラム中は、他者に対して時間や言葉を尽くすように意識すること。

・多ジャンルから参加者が集まっているため、言葉の使い方や違いについては、

お互い敏感であること。
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3.    アーティストプロフィール

〈ファシリテーター／アーティスト〉

ハラサオリ

ダンサー・美術家。2012年よりベルリンを拠点として作家活動を開始、以来

「アフォーダンス」をテーマとして、サイトスペシフィックな空間における即物

的身体の在り方を探求している。近年ではダンサーであった実父との生別/

死別を扱ったドキュメンタリー作品「Da Dad Dada(ダダッドダダ)」を日本とド

イツの二カ国で発表。またその静物的佇まいと動物的躍動感を兼ね備えた

身体を活かし、ライブ、MV、TV番組などへも多数出演。2017年度ポーラ美

術振興財団派遣海外研修員。東京芸術大学デザイン科、ベルリン芸術大学

舞踊科修了。

〈ゲストコーチ〉

大谷能生

音楽／批評。1972年生。多くのバンドやセッション、舞台芸術の作品に参加。

最新のソロアルバムは「Jazz Alternative」（Blacksmoker）。著書に「貧しい音

楽」（月曜社）「憂鬱と官能を教えた学校」（河出書房新社・菊地成孔との共著）

「平岡正明論」（P-VINE）「平成日本の音楽の教科書」（新曜社）など。山縣太

一主宰のカンパニー、オフィスマウンテンでは俳優も務める。

〈参加アーティスト〉

小林勇輝

1990年東京生まれ。2008年ハワイ州立大学付属カピオラニコミュニティーカ

レッジに入学。2010年に渡英。2014年ロンドン芸術大学セントラル・セント・

マーチンズ学位課程卒業後、日本人として初めてロイヤル・カレッジ・オブ・

アート、パフォーマンス科に入学、2016 年修士号終了。卒業後ロンドンやヨー

ロッパ、アジアを中心に美術展、舞台、パフォーマンスフェスティバル、ワーク

ショップ、映像作品などに多数参加。

たくみちゃん

1988年生まれ。東京都在住。イメージと人類の関係を表現し、分断のない世

界をつくる。その過程で独自のインプロヴィゼーションを構築し、パフォーマン

スを中心に発表している。2018年より「たくみちゃん杯」を主催。

三野 新

1987年福岡県生まれ。ニカサン主宰。 写真家・舞台作家。2010年より写真作品・

パフォーマンス作品・現代美術作品の発表を開始。2017年に演劇を行うカンパ

ニーであるニカサンを結成。 「 恐怖の予感を視覚化する」こ とをテーマに作家

活動を行っており、物語・写真行為・演劇を横断的に試行／思考しながら制作し

ている。

Akane Soeda + Risako Okuizumi

身体間の即興の関係性と演劇的な振る舞い、その拡張としての空間に関心を

寄せる添田朱音と、空間を構成する諸要素を知覚する身体を重視し、光や距

離、物の形と人の認識の関係を探る奥泉理佐子による、美術制作のプラット

ホーム。主な作品に「attempt vol.5」(群馬青年ビエンナーレ2019/群馬県立近

代美術館/2019)。

奥泉 理佐子
1994年東京生まれ。専門は、建築設計・制作。東京藝術大学院建築専攻修

士課 程を卒業後、合同会社sunayama studioアシスタント。主な作品に

「dégager’」(2017)、大岩雄典個展「slowactor」(2019) 会場構成。

添田朱音
アメリカ デトロイト出身。京都府立大学にて建築設計を学び、東京藝術大

学大学院先端芸術表現専攻修士課程を卒業。現在同大学教育研究助手。

主な展示に、觀念集 (中国上海市/Mao Space/2017)、ATLAS展 (茨城/東

京藝術大学/2014)など。

武本拓也
いるということへの関心を出発点に、自分1人での上演を行っています。武蔵野

美術大学 映像学科 卒業。美学校 実作講座「演劇 似て非なるもの」第４期修

了。ソロ公演に「正午に透きとおる」(2019.2)、「象を撫 でる」(2018.5)など。

https://www.takemototakuya.com/

photo by Mayumi Hosokura
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4.    参加アーティストからの声

奥泉 理佐子　Akane Soeda＋Risako Okuizumi  

　実感をもって扱えるものは自分の身体だけであるために、ずっと個人的な感覚を制作や対

話の拠り所にしていました。今回、音楽史やダンス史など個人の身体を越える話に触れたこ

とで、圧縮された歴史もただ事実の羅列ではないこと、時代ごとの制約がその時代を生きた

身体にとっては切実な世界の枠組みであったことが、はじめてきちんと理解できたように思い

ます。建築と美術の中途にいる今の私としては、ここで扱った感覚たちを失くさないままに、

建築の語彙も獲得していきたい所存です。関係が長期的なものになることを望みます。

添田朱音　Akane Soeda＋Risako Okuizumi

　今回のアーティスト・ピットは、パフォーマンスと建築という異なるメディア間で言葉を擦り

合わせる面白い試みが成されたし、あの場で行われた議論を、最終的にユニットの制作展示

に反映できたことは非常に有意義だった。しかし、あの場で放たれた私たち制作者だけの言

葉が、どのように体験者に向けた言葉へと変遷していくのかについても考えてみたかった。身

体と空間に行使する力が建築ではあまりにも大きすぎるために、他者へ向けての言葉こそ重

要であると感じている。

小林勇輝

　今回の参加動機は、現在の日本のパフォーマンスに対するアカデミックなディスカッションや

アプローチを異なる文脈を持つ同時代のアーティストを通しリサーチすることであった。

　実際に、自分以外の参加者がダンスや演劇をバックグラウンドに持つアーティストたちである

ことが、具体的な議論を展開するきっかけとなり、さらには建築や音楽という分野との交差が、

「身体」との関わりを改めるとても良い機会となった。そしてパフォーマンスの時代背景を一緒

に遡ることで、そもそもの文脈が違うということを含め、歴史の中でどれほど互いに影響を与え

て合ってきたのかを知ることができた。

　身体表現の場に限らず、現在の日本のアートシーンの発展においてパフォーマンスを言語化

するという作業が非常に重要であり、こうした機会の継続を期待する。

武本拓也

　自分の言語と姿勢に対して、バックグラウンドの異なる／そして現場で今まさに活躍してい

る参加者からの意見・視点をいただけたのは非常に貴重な事でした。

　また自分の活動についてだけでなく、同年代の他作家について語り考える場であったとい

う事も、大変有意義な事だったと思います。この企画の肝は、自作について深める事よりむし

ろそちらにあったのではないでしょうか。単なる交流に留まらないこうした深い対話・相互批評

の場は、むしろなぜこれまでなかったのだろうと思えるくらい必要なものであると思います。参

加者・講師陣の力量と、万全な運営体制があったからこそのものとも思いますが、今後こうした

場が増えていく事を望みます。

三野 新

　ハラサオリさんが、身体言語をいかに言葉を尽くしコンセプト化するか、という作品に対する

姿勢に対して、参加者それぞれが応答し、議論を尽くせた印象が大きい。

　参加者それぞれが抱える問題に対して、では具体的に次はどうするのか、というアーティスト

にとってもっとも頭を悩ませる主題へ向けて、これまでの議論を聞いた大谷能生さんが、音楽

史という斜めからの参照を持ち出して頂いたのがもっとも有用だったと感じる。直接指し示さ

れるわけではなく、自身が取り組むメディア性以外からの視点だからこそバッファを持たせた

「その次」の具体的な作品の提示は、作家としての想像力を温存しつつ、方向性を示していただ

けたと感じている。

たくみちゃん

　配布されたイヴォンヌ・レイナーの文章が象徴するように、参加者は純粋に、作家としてお

互いがより高次に進むための議論に集中していた。それは信頼できる雰囲気だった。私とし

ては当初の目的「インプロの方法論の言語化と共有」から大きく領域を広げ、作品成立の要

件にまで思考を発展させることができたことは大変有意義だった。みんなで音楽史を参照し

つつ話を進めたことによる効果は大きいと思う。各作家の仕事から派生した縦横無尽な話

題を、それぞれの立場から議論したことも刺激的だった。そのような全体としての成果が形と

して残ったわけではないが、今後の参加者の繋がりやそれぞれの仕事の中に生きるであろう。

そのようにも努めたい。

08 09



　 ﹃ ア � テ � ス ト ・ ピ � ト ﹄ は � ア � テ � ス ト が 自 身 の 言 葉 で 作 品 を 言 語 化 し 相

互 批 評 の 機 会 を 作 � て い く 訓 練 を す る た め の プ ロ グ ラ ム と し て 始 動 し � ア � テ �

ス ト 7 名 ＋ 講 師 1 名 と い う 形 で 実 現 し た � 私 は そ の 中 で ア � テ � ス ト 兼 フ � シ

リ テ � タ � ︵ 進 行 役 ︶ と し て 参 加 し た が � こ の 場 で は 主 に プ ロ グ ラ ム の 立 ち 上

げ か ら 進 行 に 関 わ � た 者 と し て 5 日 間 を 振 り 返 � て み た い �

 

　 今 回 集 ま � た の は � ダ ン ス � 演 劇 � ビ ジ � ア ル ア � ト � 写 真 � 建 築 を そ れ ぞ

れ の 背 景 / 技 術 と し て � 身 体 表 現 を 軸 に 制 作 活 動 を し て き た 作 家 陣 だ � た � 専 門

分 野 だ け で な く � 言 語 化 の プ ロ セ ス や 語 彙 も 各 自 大 き く 違 う こ と が 予 想 さ れ た の

で � ま ず は 自 身 の 作 品 や 活 動 に つ い て 相 互 に プ レ ゼ ン を 行 � た � そ れ を 参 加 者 全

員 分 回 す だ け で 1 日 半 か か � た が � 各 自 の ﹁ こ れ ま で ﹂ の 言 語 化 に 関 し て は 既 に

完 成 さ れ た も の が あ り � で は ﹁ こ れ か ら ﹂ ど う し て い く の か と い う モ チ ベ � シ �

ン が 共 有 さ れ た こ と で � そ の 後 も 冷 静 か つ 白 熱 し た 議 論 の 場 が 実 現 さ れ た よ う に

思 う �

　 3 日 目 以 降 は � ゲ ス ト 講 師 の 大 谷 能 生 さ ん の リ � ド で 音 楽 史 を 基 準 に 各 自 の 取

り 組 み を 整 頓 し て い � た � 今 回 ﹁ 音 楽 ﹂ を 専 門 に し て い る ア � テ � ス ト は い な か �

た の で 一 見 誰 と も 関 わ り の な い 切 り 口 か の よ う に も 思 え た が � 実 は 体 系 化 さ れ た

歴 史 が 圧 倒 的 に 長 い 芸 術 が 音 楽 で あ り � 各 分 野 に リ � チ で き る ト ピ � ク を 大 量 に

含 ん で い た � 構 成

⇄

即 興 � ラ イ ブ

⇄

記 録 物 � 反 復

⇄
一 回 性 � 時 間 / 空 間 � ド ラ マ � 描 写 �

政 治 � 差 別 � 市 場 � テ ク ノ ロ ジ � に よ る 革 新 な ど � 共 通 の キ � ワ � ド で 結 び 付 け

る こ と で � 各 分 野 が 並 行 に 紡 い で き た 歴 史 と そ の 関 わ り を 具 体 的 に 意 識 で き る よ

う に な � た �

　 さ ら に 大 谷 さ ん 自 身 が 作 曲 ＋ 演 奏 の 両 方 を 専 門 と し な が ら � 批 評 家 や 俳 優 と し

て も 上 演 芸 術 に 関 わ � て い る こ と で � ア � テ � ス ト 毎 の ヒ ア リ ン グ を 的 確 に 行 え

る こ と も 欠 か せ な い 要 素 の ひ と つ だ � た � こ の ﹁ 的 確 な ヒ ア リ ン グ ﹂ と い う の は �

異 な る バ � ク グ ラ ウ ン ド を 持 つ 各 人 が 繰 り 出 す 膨 大 な 情 報 量 か ら � 即 座 に キ � ワ �

ド を 抽 出 � 板 書 し � 言 説 化 の サ ポ � ト を す る と い う 作 業 だ � 限 ら れ た 時 間 の 中 で

情 報 を 捌 く 大 谷 さ ん は も ち ろ ん � 話 す 本 人 も � 流 れ を 追 う 参 加 者 も か な り の 集 中

力 を 要 し � ま る で ス ポ � ツ の よ う な ス ピ � ド 感 と 熱 量 が あ � た �

　 こ れ ま で に も � い わ ゆ る ﹁ 異 文 化 交 流 ﹂ を 銘 打 � た 企 画 や � コ ラ ボ レ � シ �

ン の 機 会 だ け で あ れ ば � 個 人 が ア ク セ ス す る チ � ン ス は そ れ ぞ れ 十 分 あ � た だ

ろ う � こ の 企 画 も 同 じ よ う に � 未 知 な 領 域 や 新 し い 知 識 を 相 互 に 学 ぶ 場 と し て

機 能 し て い た 部 分 は あ る � し か し 今 回 � そ こ か ら さ ら に 踏 み 込 ん で 特 別 に 実 現

さ れ た の は � 各 自 の 取 り 組 み や 背 景 に お い て � な に が ど う 違 � て ど う 似 て い る

の か ？ 　 を 徹 底 的 に 言 葉 で 精 査 し て い く こ と だ � た � し か も そ れ は � 例 え ば ダ

ン ス

：

音 楽 の よ う な 1 対 1 の 会 話 を 通 し た も の で は な く � 演 劇

：

ダ ン ス

：

写 真

：

ビ ジ � ア ル ア � ト

：

建 築

：

音 楽 を 並 べ � 1 人 1 人 の た め に 文 脈 の 比 重 を 変 え な

が ら � 全 員 が 時 間 と 言 葉 を 捧 げ る と い う も の だ � 会 話 の 構 造 は 非 常 に 複 雑 で も �

交 わ さ れ た 言 葉 は 具 体 的 で 有 用 な も の ば か り だ � た � ﹁ 違 い の 詳 細 を 知 る こ と ﹂

自 体 が 最 終 目 的 と い う わ け で は な く � 誤 解 や 誤 読 � そ し て そ れ を 解 く 会 話 の な か

で 広 が � て い く 創 造 性 に 大 き な 価 値 が あ � た �

　 他 者 と の 議 論 を � 議 論 の ま ま 進 め る こ と の 難 易 度 は 高 い � 例 え る な ら 焼 い た ケ �

キ ︵ 結 論 ︶ の 交 換 や 品 評 で は な く � 焼 く 前 の ケ � キ ︵ 議 論 ︶ を ど ろ ど ろ の ま ま 素

手 で ま わ し て い く よ う な イ メ � ジ だ � そ れ が 実 現 さ れ る た め に は 先 述 の よ う な 語

彙 と 文 脈 の 整 備 な ど 地 味 な 手 間 が か か る し � そ の コ ス ト を か け て も い い と 思 え る

信 頼 関 係 が 必 要 に な る � 逆 に そ れ さ え あ れ ば � す れ 違 � た ま ま 限 界 ま で 話 を 進 め

て み る � そ れ か ら 定 義 づ け を す る � と い う 余 裕 も 出 て く る � ア � テ � ス ト ・ ピ �

ト は イ ン ス タ ン ト な 集 団 だ が � で き る 限 り 丁 寧 な 段 階 を 踏 み な が ら � プ ロ グ ラ ム

と し て の 成 果 を 生 み は じ め て い た よ う に 思 う �

　 5 日 間 と い う 時 間 は � や は り 全 員 が 満 足 に 話 す に は 大 変 短 く � 皆 が ど こ か で 話

題 を セ � ブ し て い た り � 私 自 身 こ こ か ら と い う と き に タ イ ム ア ウ ト で 残 酷 に 進 行

し な け れ ば い け な い 瞬 間 も 多 か � た � し か し 今 回 の 参 加 者 の よ う な � 学 生 を 終 え

た の ち あ る 程 度 の 経 験 を 積 ん だ 若 手 作 家 が � 自 身 と 身 の 回 り を 落 ち 着 い て 見 つ め

直 す た め の セ カ ン ド ス ク � ル 的 な 機 会 の 重 要 性 を 体 現 す る に は 十 分 な 内 容 だ � た

は ず だ � そ し て そ も そ も の 教 育 体 制 と し て � 芸 術 ・ 美 術 大 学 に 独 立 し た パ フ � �

マ ン ス 専 攻 が 設 置 さ れ て い な い 日 本 で � 国 内 最 大 の 舞 台 芸 術 祭 で あ る F / T が そ

れ に 代 わ る 研 究 の 場 所 を 設 け た こ と 自 体 に 大 き な 意 義 が あ � た � 今 後 も こ の プ ロ

グ ラ ム が 形 式 や 人 数 を 変 え な が ら で も 続 い て い く こ と � そ れ が 日 本 の 身 体 表 現 史

の 更 新 へ と 繋 が � て い く こ と を 心 か ら 期 待 し て い る �

5.    ア � テ � ス ト ・ ピ � ト を 終 え て
　 ハ ラ サ オ リ � 文
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　 履 歴 を 見 直 し て み る と � F / T か ら 講 師 と し て 企 画 参 加 の 打 診 が あ � た の が �

2 0 1 9 年 の 初 夏 の こ と � こ の 段 階 で は も ち ろ ん � ど ん な ア � テ � ス ト が 参 加 す

る こ と に な る の か は 全 く 不 明 で � パ フ � � ミ ン グ ・ ア � ツ の 現 在 に 関 し て は ほ と ん

ど 知 識 が な い 自 分 が ど れ だ け お 役 に 立 て る の か に つ い て 不 安 だ � た け ど � ハ ラ さ

ん と 長 島 確 さ ん が や れ と い う の だ か ら 仕 方 が な い � 了 承 し て � 参 加 者 ど ん な ん だ

ろ う な � と 思 い な が ら ︵ 選 定 過 程 に は 全 く 関 わ � て い ま せ ん ︶ あ � と い う ま に 秋 に

な � て � 参 加 ア � テ � ス ト の 作 品 に 関 し て は � 当 局 か ら い た だ い た レ ジ � メ を 読 ん

だ く ら い で � ほ と ん ど ︵ ま � た く ︶ 独 自 の 下 調 べ を 行 わ な い ま ま � い わ ば 素 手 で � そ

れ ぞ れ 種 も 属 も 異 な る 六 組 の 作 家 た ち の あ い だ に 入 � て � 約 七 時 間 の ト � ク ・ セ �

シ � ン を 二 日 � プ ラ ス 最 終 日 に そ れ を ま と め る 発 表 の 仕 切 り を 四 時 間 お こ な い ま

し た �

　 大 変 で し た � す で に 二 日 間 � ぼ く が 参 加 す る 前 に � ア � テ � ス ト 同 士 に よ る デ �

ス カ � シ � ン の 時 間 が 設 け ら れ て お り � 各 人 � 自 分 の 作 品 に つ い て の プ レ ゼ ン は ほ

ぼ 完 璧 に 出 来 る 状 態 に な � て お り ま す � で � 初 日 は � 各 作 家 か ら あ ら た め て そ の プ

レ ゼ ン を い た だ き � と に か く そ の 話 の 流 れ を 板 書 し て み る � そ う や � て 板 の 上 に 六

組 の 作 品 を ず ら � と 並 べ て み て � さ て � で � こ れ は な ん で し � う ？ 　 と � み ん な で あ

ら た め て そ こ に 現 れ た 地 平 を 眺 め て み ま し た � そ の 結 果 � と い う よ り は � そ れ を 見

な が ら 考 え て い る あ い だ に 出 て き た の は � と り あ え ず � 彼 ら 彼 女 ら の 作 品 に 共 通 し

て い る こ と と し て �︵ １ ︶ 作 り 手 お よ び 受 け 手 の 個 人 的 な 身 体 性 ︵ こ れ は ハ ラ サ オ リ

が セ � シ � ン 二 日 目 に 導 入 し た ﹁ 歴 史 的 ア フ � � ダ ン ス ﹂ と い う 言 葉 に よ � て 前 景

化 さ れ る ︶ を 前 提 � あ る い は 依 存 す る こ と で 制 作 が 始 め ら れ る � ︵ ２ ︶ そ の 結 果 ︵ な の

か ？ ︶ � 作 品 は � 固 有 性 が 備 わ � た 時 間 と 空 間 を 必 要 と す る ミ ク ス ド ・ メ デ � ア 的 な

傾 向 を 強 め る � ︵ ３ ︶ そ の 結 果 ︵ な の か ？ ︶ � 作 品 が ﹁ 上 演 ﹂ と い う 形 式 で 発 表 さ れ る こ

と に 落 ち 着 き が ち…… と い � た こ と な ん じ � な い か と � そ ん な 話 に な り ま し た �

　 ピ � ト を 通 し て 求 心 力 を 持 � た 話 題 の 一 つ に �﹁ ア � ト ﹂ と ﹁ シ ア タ � ﹂︵ ピ � ト 中 に

は こ の よ う に 言 � て い た け れ ど � 正 確 に は こ れ は ﹁ フ ロ ア ﹂ と ﹁ ギ � ラ リ � ﹂ と ﹁ シ ア

タ � ﹂ と い う 三 区 分 に な る の で は と 思 う ︶ � お よ び ﹁ 展 示 ﹂ と ﹁ 上 演 ﹂ と い う � 作 品 を 発 表

す る 枠 組 み の 異 な り に つ い て が あ り ま し た � モ ダ ン ・ ア � ト の 基 本 は ﹁ 真 正 性 ﹂ だ が �

演 劇 は フ � ク シ � ン の 遂 行 か ら 真 実 を 立 ち 上 げ る ︵ ポ ス ト モ ダ ン 作 品 に つ い て は よ

く 知 り ま せ ん ︶ � ど ち ら の 要 素 も 自 分 の 作 品 に は 必 要 だ � た 場 合 � こ の 二 傾 向 は ど の

よ う に 止 揚 さ れ 得 る か ？

　 音 楽 ／ 批 評 の 立 場 か ら � ピ � ト 大 谷 参 加 二 日 目 に は � 各 人 に 対 し て 参 考 に な り

そ う な 音 源 を 提 示 し ま し た � 形 式 化 と 公 共 性 を 備 え た ま ま � 個 人 的 な 記 憶 を 作 品

に 刻 む 方 法 と し て の ﹃ 鳥 の カ タ ロ グ ﹄︵ オ リ ヴ � エ ・ メ シ ア ン ︶ � 空 間 と 時 間 の 固 有

性 に 対 す る 認 識 の ア � プ デ � ト を � 録 音 と い う ﹁ デ � サ ン ﹂ で 提 示 す る 角 田 俊 也 の

フ � � ル ド ・ レ コ � デ � ン グ � 観 客 が ０ だ � た 大 谷 自 身 の � 二 〇 〇 二 年 の ラ イ ブ の

録 音 � 記 譜 さ れ た 楽 譜 が ﹁ 作 品 ﹂ で あ り � 演 奏 は ﹁ 仮 象 ﹂ の ﹁ 上 演 ﹂ で あ る 西 洋 ク ラ シ �

ク の 音 楽 た ち � ミ � � ジ シ � ン � 作 品 と い う 状 態 か ら 離 れ る こ と が 難 し い � フ

リ � ・ イ ン プ ロ ヴ � ゼ � シ � ン と い う 音 楽 に つ い て � 20 世 紀 の ミ ン ス ト レ ル ・ シ �

ウ と し て の � ジ � ン ・ コ ル ト レ � ン に よ る ﹁ マ イ ・ フ � ヴ � リ � ト ・ シ ン グ ス ﹂…… な

ど な ど � 誰 に ど の 楽 曲 � と い う 話 は 省 略 し ま す が � そ れ を 作 � た 人 た ち の 歌 と 踊 り

を 離 れ て � 記 譜 � 演 奏 会 � レ コ � ド � ラ ジ オ � C D � デ ジ タ ル ・ デ � タ と 言 � た か た ち

で � い く つ も の メ デ � ア に パ ラ サ イ ト し な が ら 生 き 延 び て き た ﹁ 音 楽 ﹂ の デ タ ラ メ

な 生 命 力 は � 各 人 � 自 身 の 作 品 を 作 � て ゆ く た め の 参 考 に な � た の で は と 思 � て い

ま す �

　 作 品 で は な く � 参 加 ア � テ � ス ト 自 身 に つ い て の 共 通 要 素 な ん で す が � 今 回 は ほ

ぼ 同 世 代 � み ん な 日 本 語 で 意 見 が や り と り 出 来 る メ ン ツ で の 集 ま り で し た � だ か ら

こ そ 短 時 間 で � 拡 散 よ り は 凝 縮 の 方 向 で も � て ギ � � と 話 を 詰 め る こ と が 出 来 た 訳

で す が � 異 な � た 世 代 � 異 な � た 言 語 環 境 で 育 � た 作 家 に よ る ﹁ ピ � ト ﹂ は ど の よ う

に 成 立 さ せ る こ と が 出 来 る の か � ま た は � こ の よ う な 問 題 系 の 中 に � 同 世 代 の ア �

テ � ス ト と い う こ と で �﹁ 小 説 家 ﹂ や ﹁ 画 家 ﹂ や ﹁ 音 楽 家 ﹂ や ﹁ 批 評 家 ﹂ を ま と め て 突 � 込

ん だ ら ど う な る の か � 作 品 に お け る ﹁ 言 葉 ﹂ を 巡 る 議 論 は � ピ � ト 期 間 中 も � と も 多

く 出 て き た 話 題 の 一 つ だ と 思 う の だ け ど �﹁ 上 演 ﹂ と い う 形 態 か ら 切 り 離 れ た 場 所 に

作 品 の コ ア を 据 え て い る ﹁ 作 家 ﹂ の 話 も 巻 き 込 ん で � こ れ か ら の 芸 術 論 を 重 ね て い く

こ と も 必 要 な の で は な い か � あ と � 基 準 と な る テ キ ス ト を 一 本 選 ん で � そ れ に 対 す る

﹁ 読 み ﹂ の 精 度 を 高 め て ゆ く 講 義 も 有 効 か な � な ど と 思 い ま し た � お 疲 れ 様 で し た �

次 も 現 場 で �

6.　 ﹁ ア � テ � ス ト ・ ピ � ト ﹂ 講 師 雑 感 

　 大 谷 能 生 � 文
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　 他 者 の 発 す る 言 葉 と 自 分 の 扱 う 言 葉 が 同 じ も の を 指 す と は 信 じ き れ な い も の

で � 誤 読 を お そ れ て � あ る い は 正 確 に わ か � て ほ し く て � や た ら と 並 べ た て て し

ま � た り す る � あ な た は も し か し た ら 話 の 内 容 な ん て ぜ ん ぶ 忘 れ て し ま � て � よ

く し � べ る 人 ね � と 思 � て 帰 る か も し れ な い � そ の よ う な 不 均 衡 � 不 確 か さ を 抱

え な が ら � そ れ で も 一 旦 言 葉 を 信 用 す る ふ り を し て 対 話 を 重 ね て き ま し た � わ た

し た ち ふ た り の な か で � 言 葉 に 対 す る 信 頼 や 距 離 感 は � い ま だ に � そ し て こ れ か

ら も ば ら ば ら な の だ と 思 い ま す � ひ と つ 確 か な こ と は � そ の 機 能 の 不 確 か さ を 念

頭 に 置 い た と し て も 尚 � 他 者 と 共 有 で き る 仕 組 み と し て 言 葉 は 有 用 で あ る と い う

こ と で す �

7.    レ ポ � ト

︿ 代 入 の た め の 前 準 備 ﹀    奥 泉 理 佐 子 ︵Akane Soeda ＋Risako Okuizumi ︶ � 文 　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �

　 主 題 と 構 造 � 大 谷 能 生 さ ん に � わ た し た ち の 作 品 を Olivier Messiaen の

Catalogue d’oiseaux に た と え て い た だ い た と き � 感 覚 や 想 い な ど を 含 ん だ 個 人 的

な 主 題 と � 平 均 律 と い う 共 有 可 能 な 変 換 先 の 関 係 に � 納 得 の い く 思 い が し ま し た �

 　 こ こ で � 主 語 を 分 け ま す � 私 は � 他 人 の 持 つ ド ラ マ そ れ 自 体 に は 興 味 が な く �

た だ � そ の ド ラ マ に よ � て 構 成 さ れ た あ な た が な に を 発 す る の か ・ な に を 知 覚 し

ど の よ う に 感 じ る の か � に 強 く 興 味 が あ る � そ し て 私 の 制 作 に 触 れ る 人 た ち に お

い て も � 重 要 な の は 私 自 身 の 個 人 的 な ド ラ マ を 伝 え る こ と で は な い の だ と 思 う �

そ れ は き � と � 自 分 の 主 軸 で あ る 建 築 と い う 分 野 � 設 計 と い う 操 作 が � 人 の 感 情

や 出 来 事 に 直 接 触 る こ と な く � た だ 単 に 人 の 身 体 の 位 置 関 係 を 少 し だ け 定 め る も

の で あ る � と い う こ と に 起 因 し て い る の だ と 思 い ま す � こ こ で 観 客 は � 私 と 同 じ

く 匿 名 的 で � し か し 共 通 す る と こ ろ の 多 い 身 体 を 持 つ � そ れ ら の 身 体 が 引 き 続 き

世 界 を 鮮 や か に 知 覚 す る た め に 制 作 を す る の だ と 思 � て い ま す �

　
　 今 回 � 対 話 の な か で し ば し ば � ド ラ マ と 対 を な す も の と し て 描 写 が 挙 げ ら れ て

い ま し た が � こ の 描 写 と い う も の こ そ が 重 要 な の で は な い か と 思 い ま す � 共 有 可

能 な も の と し て 抽 象 化 さ れ た ド ラ マ や 物 語 以 前 の � あ る 意 味 で 脈 絡 な く た だ そ こ

に あ る も の を 知 覚 す る 能 力 を � も う 一 度 他 者 に 授 け よ う と す る こ と � い か に 鮮 や

か に 描 写 し て も � 感 覚 は 直 接 伝 播 す る こ と は な く � 言 葉 で い く ら 説 明 し て も 不 正

確 に な ら ざ る を 得 な い � そ こ で 必 要 に な る の が や は り 構 造 だ � た の で し � う � 自

分 自 身 も 含 め � ど う し て 皆 美 術 史 に 浮 か さ れ た よ う に 口 を 揃 え て 作 家 と 観 客 の 構

造 に 執 着 す る の か と 不 思 議 だ � た の で す が � た と え ば 同 じ 角 度 ・ 同 じ 位 置 ・ 同 じ

時 間 に 同 じ 場 所 に 立 � て み た と し た ら な に か 受 け 渡 せ る も の が あ る の で は な い か �

と い う よ う な 願 い な の だ と す れ ば � 構 造 に 頓 着 す る 理 由 が 少 し だ け 腑 に 落 ち る よ

う な 気 が す る の で す �
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　 こ れ ま で � ﹁ 身 体 ﹂ と い う 共 通 言 語 を 通 し � 様 々 な ジ � ン ル を 横 断 す る 制 作 を

目 指 し て き た 私 は � 今 回 � ア � テ � ス ト ・ ピ � ト の 議 論 の 中 で ま ず 初 め に 気 が つ

い た こ と は � 異 な る バ � ク グ ラ ウ ン ド に よ � て 使 用 す る � パ フ � � マ ン ス に 関 し

た ﹁ 言 葉 ﹂ に 違 い が あ る こ と に 気 が つ い た � 私 が フ � イ ン ア � ト の 教 育 を ロ ン ド

ン で 受 け � パ フ � � マ ン ス ア � ト と し て の 身 体 を 軸 に 制 作 を 行 � て き た こ と に 加

え � 英 語 や 日 本 語 と で は 多 少 意 味 合 い も 違 う こ と か ら � 今 ま で に 自 分 が 使 う こ と

の な か � た 演 技 � 戯 曲 � 指 示 書 � イ ン プ ロ � ド ラ マ な ど の � 言 葉 が 用 い ら れ 議 論

が 進 ん で い � た こ と に 違 和 感 を 持 � た � だ か ら こ そ � こ の 企 画 の 中 で � そ の 違 和

感 を グ ル � プ に 投 げ か け る こ と を 試 み た � 私 は こ れ ま で ﹁ 上 演 ﹂ と い う 形 式 で は

な く � あ く ま で ﹁ 展 示 ﹂ と し て の パ フ � � マ ン ス を 発 表 し て き た � ア � テ � ス ト ・ ピ �

ト で 多 く 耳 に し た 言 葉 か ら も � 自 分 が ビ ジ � ア ル ア � ト と し て の パ フ � � マ ン ス

を 行 � て き た と い う こ と を 再 認 識 し � ど の よ う に し て こ の 言 葉 の 違 い を 理 解 し て

い く こ と が で き る の か を 考 え た � し か し � こ の 事 を 踏 ま え た 上 で 改 め て 見 え て き

た こ と は � ﹁ 観 客 ﹂ に つ い て ど う 捉 え て い る の か と い う こ と で も あ � た �

 

　 私 の パ フ � � マ ン ス に お い て ﹁ 観 客 ﹂ は � オ ブ ジ � ク ト の 一 部 で も あ り � 空 間

の 一 部 で も あ り � コ ン セ プ ト の 一 部 で も あ り � 自 ら の 身 体 の 一 部 に も な る こ と も

あ る � パ フ � � マ ン ス を 行 う 媒 体 に よ � て � そ の 都 度 ﹁ 観 客 ﹂ が そ れ ら の ど こ に

で も 当 て は ま る � 不 確 か な 緊 張 感 に 自 分 の 身 体 を 投 影 す る た め に � 常 に 柔 軟 で い

な け れ ば な ら な い と 思 い � 基 本 的 に 見 る 人 に 委 ね る と い う 感 覚 に 任 せ て い た � し

か し 他 の 参 加 者 に よ る 異 な る ジ � ン ル を 通 し た 意 見 や 質 問 を 受 け る こ と で � 誰 か

が 作 品 を 鑑 賞 す る と い う こ と だ け に 的 を 絞 り �﹁ 観 客 論 ﹂ と ﹁ パ フ � � マ ン ス ア � ト ﹂

に つ い て の 関 係 性 を 改 め て 考 え る こ と が で き た �

 

　 ま た 今 回 � 議 論 を 重 ね る 中 で 捉 え 方 が 大 き く 更 新 さ れ た 言 葉 が � ﹁ ド ラ マ ﹂ で あ �

た � 今 ま で 演 劇 や フ � ク シ � ン と い う 捉 え 方 だ け を し て い た が � ﹁ ア フ � � ダ ン ス ﹂

と い う 概 念 を 通 す こ と に よ � て � ﹁ ド ラ マ ﹂ と は 自 分 の 人 生 経 験 や そ の 背 景 を 示 す

言 葉 で も あ る こ と を 知 � た � 今 ま で の 自 身 の 制 作 過 程 に お い て は � 自 分 の 身 体 ︵ 特 徴 �

技 能 � 経 験 � 変 化 ︶ そ の も の か ら ア フ � � ド さ れ た コ ン セ プ ト を 作 品 と し て 表 し て

来 た � し か し � 今 ま で の 人 生 で 培 � て き た 経 験 が ﹁ ド ラ マ ﹂ で あ る と す る な ら ば �

そ れ は ま さ し く 自 分 の 制 作 過 程 に お い て も 用 い る こ と が 可 能 で あ る �

 今 後 自 分 の 作 品 を 発 展 さ せ る た め に � ど の よ う に 身 体 か ら ア フ � � ド さ せ る こ

と が 可 能 な の か �

 

　 自 分 が 持 ち 合 わ せ る 能 力 の 範 囲 内 か ら ア フ � � ド さ れ る 身 体 に は 制 限 が あ る �

私 の 場 合 � こ れ ま で 作 品 の た め で は な い 過 去 の 経 験 を 用 い て き た が � 今 後 は 新 し

い 技 能 や 経 験 を 作 品 の た め に 学 ぶ と い う プ ロ セ ス か ら 制 作 す る こ と に 挑 戦 し て み

た い � そ れ は 演 技 を 通 し フ � ク シ � ン を 完 成 さ せ る た め の ﹁ 役 作 り ﹂ と は 異 な る �

あ く ま で も 身 体 に 覚 え こ ま せ る 長 期 的 な ト レ � ニ ン グ と い う ﹁ 制 作 ﹂ で あ る � そ

の 結 果 � コ ン セ プ ト を 通 し ア � ト に お け る 作 品 と な る 瞬 間 に だ け 身 体 が 発 す る リ

ア ル を 垣 間 見 る こ と が で き る か も し れ な い �

 

　 以 前 か ら パ フ � � マ ン ス に お け る ﹁ 生 産 性 ﹂ に 対 し て も 自 ら の 作 品 を 通 し て 追

求 し て い た � 今 回 の ア � テ � ス ト ・ ピ � ト で � ド キ � メ ン ト ︵ 映 像 � 写 真 ︶ に つ

い て 議 論 し た 際 に は � 私 の 場 合 ラ イ ブ パ フ � � マ ン ス と ド キ � メ ン ト を 共 に 展 示

す る と い う こ と が � 良 く 言 え ば 自 分 の ﹁ フ � � マ � ト ﹂ に な り つ つ あ る と も 言 え

る が � 一 方 で ﹁ パ � ケ � ジ ﹂ と い う 言 い 方 に 置 き 換 え ら れ て し ま う 危 険 性 が あ る

こ と に も 気 づ か さ れ た � そ の 中 で � 大 谷 さ ん の 音 楽 論 か ら ﹁ ミ ン ス ト レ イ ル ・ シ � ウ ﹂

と 自 分 の 作 品 の 関 係 性 の 考 察 に 興 味 を 持 � た � 私 も 元 々 ブ ラ � ク ミ � � ジ � ク に

興 味 が あ り � 今 ま で の 作 品 の 一 部 で ﹁ ロ � ル ・ プ レ イ ﹂ や ﹁ キ � ラ ク タ � ﹂ な ど を 用 い �

︿ ア � テ � ス ト ・ ピ � ト
　

レ ポ � ト ﹀   小 林 勇 輝 � 文

　 全 ５ 日 間 の プ ロ グ ラ ム の 中 で � 私 が 参 加

し た の は 最 初 の ３ 日 間 だ � た �

　 上 野 駅 の Break ス テ � シ � ン ギ � ラ リ �

で 開 催 し た ﹃ 聴 取 と 翻 訳 ﹄ 展 ( � 2 0 2 0 年

1 月 3 0 日 終 了 ) の 作 品 �attempt vol.6 に

ア � テ � ス ト ・ ピ � ト で の 経 験 を 反 映 さ せ �

言 葉 を 空 間 に 放 つ こ と そ の も の に つ い て 考 え

た � こ こ に 言 葉 を 連 ね る こ と に な ん の 意 味 も

な く て � 今 は も う 撤 去 さ れ て し ま � た あ の 作

品 が す べ て で あ る �

︿ 言 葉 の 行 方 ﹀    添 田 朱 音 ︵Akane Soeda ＋Risako Okuizumi ︶ � 文

　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

人 権 問 題 へ 問 い か け て き た � 今 回 ﹁ ミ

ン ス ト レ イ ル ・ シ � ウ ﹂ に 焦 点 を 当

て る こ と で � 何 か を 模 倣 し た り � 誇

張 さ せ る こ と か ら 生 ま れ る 無 意 識 的

な 差 別 � ま た そ れ が 意 識 的 な も の だ

と し た 時 に � そ れ 以 前 の 人 種 差 別 が

法 的 に 認 め ら れ て い た 時 代 の 背 景 と

現 代 社 会 の 関 係 性 を 考 え る こ と が で

き る �

 

 　 し か し 決 定 的 に 違 う の は ﹁ ミ ン ス

ト レ イ ル ・ シ � ウ ﹂ に 代 表 さ れ る エ

ン タ � テ イ メ ン ト は パ フ � � マ � と

観 客 が 明 確 に 分 け ら れ て お り � 私 に

お け る パ フ � � マ ン ス 作 品 は 先 述 し

た 通 り 観 客 と の 不 確 か で 柔 軟 な 関 係

性 が 重 要 で あ る � 美 術 館 と 舞 台 と い う 空 間 的 な 境 界 線 だ け で は な く � エ ン タ � テ

イ メ ン ト と ア � ト と い う 関 係 性 か ら 考 察 す る こ と で � 今 後 � 自 分 の パ フ � � マ ン

ス 作 品 に 対 す る ﹁ 観 客 論 と 生 産 性 ﹂ � ﹁ ド キ � メ ン ト と ラ イ ブ 性 ﹂ に 対 す る 新 た な

コ ン セ プ ト を 見 つ け る こ と が で き る と 思 � た �

　 ア � テ � ス ト と し て 活 動 を 始 め た 当 初 か ら � ア � テ � ス ト 自 ら が パ フ � � マ ン

ス と イ ン ス タ レ � シ � ン の ク オ リ テ � を 総 合 的 に 向 上 さ せ な け れ ば な ら な い と 感

じ て い た � 冒 頭 で も 話 し た よ う に � あ ら ゆ る ジ � ン ル の パ フ � � マ ン ス が � そ の

垣 根 を 越 え て 同 じ 空 間 で 作 品 を 発 表 し 続 け る た め の 議 論 や 制 作 が 必 要 だ と 思 � て い

た 中 で � 最 後 に 印 象 に 残 � た 議 論 が � 異 な る ジ � ン ル を 表 現 す る 際 に 用 い ら れ る 言

葉 や テ キ ス ト の 雑 さ に つ い て � で あ � た � そ れ は 私 が 以 前 か ら 感 じ て い た � 舞 台 芸

術 に 用 い ら れ る 装 置 と し て の イ ン ス タ レ � シ � ン の 未 熟 さ � と い う 感 覚 に 類 似 し て

い た � 現 在 の 日 本 に お い て � 今 後 ジ � ン ル と い う 枠 に 捉 わ れ ず � ﹁ 身 体 ﹂ と い う 共

通 言 語 で パ フ � � マ ン ス を 行 う た め に � こ の 雑 さ や 未 熟 さ を 解 消 し て い く プ ロ セ

ス が 非 常 に 大 事 に な � て く る の で は な い だ ろ う か � 

る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �
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　 こ れ ま で � ﹁ 身 体 ﹂ と い う 共 通 言 語 を 通 し � 様 々 な ジ � ン ル を 横 断 す る 制 作 を

目 指 し て き た 私 は � 今 回 � ア � テ � ス ト ・ ピ � ト の 議 論 の 中 で ま ず 初 め に 気 が つ

い た こ と は � 異 な る バ � ク グ ラ ウ ン ド に よ � て 使 用 す る � パ フ � � マ ン ス に 関 し

た ﹁ 言 葉 ﹂ に 違 い が あ る こ と に 気 が つ い た � 私 が フ � イ ン ア � ト の 教 育 を ロ ン ド

ン で 受 け � パ フ � � マ ン ス ア � ト と し て の 身 体 を 軸 に 制 作 を 行 � て き た こ と に 加

え � 英 語 や 日 本 語 と で は 多 少 意 味 合 い も 違 う こ と か ら � 今 ま で に 自 分 が 使 う こ と

の な か � た 演 技 � 戯 曲 � 指 示 書 � イ ン プ ロ � ド ラ マ な ど の � 言 葉 が 用 い ら れ 議 論

が 進 ん で い � た こ と に 違 和 感 を 持 � た � だ か ら こ そ � こ の 企 画 の 中 で � そ の 違 和

感 を グ ル � プ に 投 げ か け る こ と を 試 み た � 私 は こ れ ま で ﹁ 上 演 ﹂ と い う 形 式 で は

な く � あ く ま で ﹁ 展 示 ﹂ と し て の パ フ � � マ ン ス を 発 表 し て き た � ア � テ � ス ト ・ ピ �

ト で 多 く 耳 に し た 言 葉 か ら も � 自 分 が ビ ジ � ア ル ア � ト と し て の パ フ � � マ ン ス

を 行 � て き た と い う こ と を 再 認 識 し � ど の よ う に し て こ の 言 葉 の 違 い を 理 解 し て

い く こ と が で き る の か を 考 え た � し か し � こ の 事 を 踏 ま え た 上 で 改 め て 見 え て き

た こ と は � ﹁ 観 客 ﹂ に つ い て ど う 捉 え て い る の か と い う こ と で も あ � た �

 

　 私 の パ フ � � マ ン ス に お い て ﹁ 観 客 ﹂ は � オ ブ ジ � ク ト の 一 部 で も あ り � 空 間

の 一 部 で も あ り � コ ン セ プ ト の 一 部 で も あ り � 自 ら の 身 体 の 一 部 に も な る こ と も

あ る � パ フ � � マ ン ス を 行 う 媒 体 に よ � て � そ の 都 度 ﹁ 観 客 ﹂ が そ れ ら の ど こ に

で も 当 て は ま る � 不 確 か な 緊 張 感 に 自 分 の 身 体 を 投 影 す る た め に � 常 に 柔 軟 で い

な け れ ば な ら な い と 思 い � 基 本 的 に 見 る 人 に 委 ね る と い う 感 覚 に 任 せ て い た � し

か し 他 の 参 加 者 に よ る 異 な る ジ � ン ル を 通 し た 意 見 や 質 問 を 受 け る こ と で � 誰 か

が 作 品 を 鑑 賞 す る と い う こ と だ け に 的 を 絞 り �﹁ 観 客 論 ﹂ と ﹁ パ フ � � マ ン ス ア � ト ﹂

に つ い て の 関 係 性 を 改 め て 考 え る こ と が で き た �

 

　 ま た 今 回 � 議 論 を 重 ね る 中 で 捉 え 方 が 大 き く 更 新 さ れ た 言 葉 が � ﹁ ド ラ マ ﹂ で あ �

た � 今 ま で 演 劇 や フ � ク シ � ン と い う 捉 え 方 だ け を し て い た が � ﹁ ア フ � � ダ ン ス ﹂

と い う 概 念 を 通 す こ と に よ � て � ﹁ ド ラ マ ﹂ と は 自 分 の 人 生 経 験 や そ の 背 景 を 示 す

言 葉 で も あ る こ と を 知 � た � 今 ま で の 自 身 の 制 作 過 程 に お い て は � 自 分 の 身 体 ︵ 特 徴 �

技 能 � 経 験 � 変 化 ︶ そ の も の か ら ア フ � � ド さ れ た コ ン セ プ ト を 作 品 と し て 表 し て

来 た � し か し � 今 ま で の 人 生 で 培 � て き た 経 験 が ﹁ ド ラ マ ﹂ で あ る と す る な ら ば �

そ れ は ま さ し く 自 分 の 制 作 過 程 に お い て も 用 い る こ と が 可 能 で あ る �

 今 後 自 分 の 作 品 を 発 展 さ せ る た め に � ど の よ う に 身 体 か ら ア フ � � ド さ せ る こ

と が 可 能 な の か �

 

　 自 分 が 持 ち 合 わ せ る 能 力 の 範 囲 内 か ら ア フ � � ド さ れ る 身 体 に は 制 限 が あ る �

私 の 場 合 � こ れ ま で 作 品 の た め で は な い 過 去 の 経 験 を 用 い て き た が � 今 後 は 新 し

い 技 能 や 経 験 を 作 品 の た め に 学 ぶ と い う プ ロ セ ス か ら 制 作 す る こ と に 挑 戦 し て み

た い � そ れ は 演 技 を 通 し フ � ク シ � ン を 完 成 さ せ る た め の ﹁ 役 作 り ﹂ と は 異 な る �

あ く ま で も 身 体 に 覚 え こ ま せ る 長 期 的 な ト レ � ニ ン グ と い う ﹁ 制 作 ﹂ で あ る � そ

の 結 果 � コ ン セ プ ト を 通 し ア � ト に お け る 作 品 と な る 瞬 間 に だ け 身 体 が 発 す る リ

ア ル を 垣 間 見 る こ と が で き る か も し れ な い �

 

　 以 前 か ら パ フ � � マ ン ス に お け る ﹁ 生 産 性 ﹂ に 対 し て も 自 ら の 作 品 を 通 し て 追

求 し て い た � 今 回 の ア � テ � ス ト ・ ピ � ト で � ド キ � メ ン ト ︵ 映 像 � 写 真 ︶ に つ

い て 議 論 し た 際 に は � 私 の 場 合 ラ イ ブ パ フ � � マ ン ス と ド キ � メ ン ト を 共 に 展 示

す る と い う こ と が � 良 く 言 え ば 自 分 の ﹁ フ � � マ � ト ﹂ に な り つ つ あ る と も 言 え

る が � 一 方 で ﹁ パ � ケ � ジ ﹂ と い う 言 い 方 に 置 き 換 え ら れ て し ま う 危 険 性 が あ る

こ と に も 気 づ か さ れ た � そ の 中 で � 大 谷 さ ん の 音 楽 論 か ら ﹁ ミ ン ス ト レ イ ル ・ シ � ウ ﹂

と 自 分 の 作 品 の 関 係 性 の 考 察 に 興 味 を 持 � た � 私 も 元 々 ブ ラ � ク ミ � � ジ � ク に

興 味 が あ り � 今 ま で の 作 品 の 一 部 で ﹁ ロ � ル ・ プ レ イ ﹂ や ﹁ キ � ラ ク タ � ﹂ な ど を 用 い �
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e 　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

人 権 問 題 へ 問 い か け て き た � 今 回 ﹁ ミ

ン ス ト レ イ ル ・ シ � ウ ﹂ に 焦 点 を 当

て る こ と で � 何 か を 模 倣 し た り � 誇

張 さ せ る こ と か ら 生 ま れ る 無 意 識 的

な 差 別 � ま た そ れ が 意 識 的 な も の だ

と し た 時 に � そ れ 以 前 の 人 種 差 別 が

法 的 に 認 め ら れ て い た 時 代 の 背 景 と

現 代 社 会 の 関 係 性 を 考 え る こ と が で

き る �

 

 　 し か し 決 定 的 に 違 う の は ﹁ ミ ン ス

ト レ イ ル ・ シ � ウ ﹂ に 代 表 さ れ る エ

ン タ � テ イ メ ン ト は パ フ � � マ � と

観 客 が 明 確 に 分 け ら れ て お り � 私 に

お け る パ フ � � マ ン ス 作 品 は 先 述 し

た 通 り 観 客 と の 不 確 か で 柔 軟 な 関 係

性 が 重 要 で あ る � 美 術 館 と 舞 台 と い う 空 間 的 な 境 界 線 だ け で は な く � エ ン タ � テ

イ メ ン ト と ア � ト と い う 関 係 性 か ら 考 察 す る こ と で � 今 後 � 自 分 の パ フ � � マ ン

ス 作 品 に 対 す る ﹁ 観 客 論 と 生 産 性 ﹂ � ﹁ ド キ � メ ン ト と ラ イ ブ 性 ﹂ に 対 す る 新 た な

コ ン セ プ ト を 見 つ け る こ と が で き る と 思 � た �

　 ア � テ � ス ト と し て 活 動 を 始 め た 当 初 か ら � ア � テ � ス ト 自 ら が パ フ � � マ ン

ス と イ ン ス タ レ � シ � ン の ク オ リ テ � を 総 合 的 に 向 上 さ せ な け れ ば な ら な い と 感

じ て い た � 冒 頭 で も 話 し た よ う に � あ ら ゆ る ジ � ン ル の パ フ � � マ ン ス が � そ の

垣 根 を 越 え て 同 じ 空 間 で 作 品 を 発 表 し 続 け る た め の 議 論 や 制 作 が 必 要 だ と 思 � て い

た 中 で � 最 後 に 印 象 に 残 � た 議 論 が � 異 な る ジ � ン ル を 表 現 す る 際 に 用 い ら れ る 言

葉 や テ キ ス ト の 雑 さ に つ い て � で あ � た � そ れ は 私 が 以 前 か ら 感 じ て い た � 舞 台 芸

術 に 用 い ら れ る 装 置 と し て の イ ン ス タ レ � シ � ン の 未 熟 さ � と い う 感 覚 に 類 似 し て

い た � 現 在 の 日 本 に お い て � 今 後 ジ � ン ル と い う 枠 に 捉 わ れ ず � ﹁ 身 体 ﹂ と い う 共

通 言 語 で パ フ � � マ ン ス を 行 う た め に � こ の 雑 さ や 未 熟 さ を 解 消 し て い く プ ロ セ

ス が 非 常 に 大 事 に な � て く る の で は な い だ ろ う か � 
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る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �
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　 ３ 日 目 � 白 板 が ６ 等 分 さ れ そ れ ぞ れ に 十 字 が 書 か れ る � 大 谷 さ ん と 一 緒 に そ れ ぞ れ

の 制 作 ス キ � ム を 二 次 座 標 と し て 言 語 化 し て み る の だ � 作 家 と し て 生 き る こ と ― そ

れ は 薄 暗 が り を 手 探 り で 進 む に 近 い ― に お い て � 最 終 的 に 言 葉 が び � し り と 書 き 込

ま れ た こ れ ら の 十 字 は � 護 符 に も 似 た 価 値 を 持 � て い る � ド ラ キ � ラ に 出 会 � た と き

に か ざ す よ う に �

　 さ て � 本 プ ロ グ ラ ム の 私 に と � て の 実 践 的 な 成 果 を 述 べ よ う � 私 の 十 字 は 横 軸

﹁private ― public ﹂ と 縦 軸 ﹁ イ ン プ ロ― テ キ ス ト ﹂ が 交 差 す る � ﹁private ― public ﹂ は

も と も と 私 が 普 段 イ ン プ ロ ヴ � ゼ � シ � ン を 行 う 上 で 使 う 方 法 論 の 一 つ だ � 身 体 の 状

態 に 伴 � て 生 ま れ る 内 的 イ メ � ジ を 捕 え て ︵private ︶ � 言 葉 を 発 話 す る こ と に よ り 観 客

と 共 有 す る ︵public ︶ � こ の 過 程 に あ る 身 体 の 状 態 と 発 話 を 見 世 物 と し て 成 立 さ せ る こ

と に 最 近 は 注 力 し て い る �

　 実 際 的 に パ フ � � マ ン ス を す る 中 で 考 え ら れ た こ の 構 図 ﹁private― public ﹂ を 相 似 的

に 大 き く す る と あ て は ま る 事 柄 が い く つ か あ る �private― 実 存 ︵ 取 り 換 え の 利 か な い 私 ︶

と し て 表 現 す る こ と と �public ― 参 照 項 と し て の 構 造 主 義 � 特 に ﹃ 神 話 論 理 ﹄ �

private― 個 人 と し て の 作 品 と �public ― 集 団 制 作 で の 作 品 �private― ﹁organ ﹂ を 扱 う

身 体 表 現 と �public ― イ ベ ン ト を ﹁organize ﹂ す る こ と ︵ ワ � ク シ � � プ の 活 動― 身

体 表 現 の 交 換 可 能 化 ― も こ の 軸 に お い

て public に 入 る ︶ � こ れ ら の こ と が ア �

テ � ス ト ・ ピ � ト を 経 て 整 理 さ れ た �

　 と こ ろ で � ﹁ イ ン プ ロ ヴ � ゼ � シ � ン ﹂

と い う 言 葉 の 用 法 が 表 現 行 為 の 背 景 に

よ � て 違 う と い う こ と が わ か � た � ヴ �

ジ � ア ル ア � ト の 文 脈 で は パ フ � � マ ン

ス が イ ン プ ロ ヴ � ゼ � シ � ン に よ � て 行

わ れ る こ と は ︵ た だ の ︶ 前 提 で あ る の だ �

　 こ の こ と が ﹁ 私 は な に を も � て 作 品 と

す る か ﹂ と い う 問 い に 行 き つ く � 思 い が

け ず 巨 大 な � 壁 の よ う な 問 い が 現 れ た �

こ れ ま で は � イ ン プ ロ を 生 成 す る ﹁ シ ス

テ ム ﹂ が 作 品 で あ る と 言 � て き た � こ れ

を 発 展 さ せ る 必 要 が あ る と 感 じ た � そ こ

︿ 横 軸 ﹁private―public ﹂ ・ 縦 軸 ﹁ イ ン プ ロ― テ キ ス ト ﹂ ﹀ た く み ち � ん � 文 で � 縦 軸 ﹁ イ ン プ ロ― テ キ ス ト ﹂ だ � ︵ 注 ︶

　 こ こ で � 音 楽 史 を 参 照 し て 話 を 進 め た い � 音 楽 史 に お い て 録 音 技 術 の 発 明 は 作 品 の

概 念 を 大 き く 変 え た � そ の こ と が ジ � ン ル と し て の 即 興 演 奏 に も 影 響 す る � ど ん な も

の も 反 復 可 能 な ら ば 構 造 を 持 ち � ど ん な 音 も C D に 録 音 す れ ば 反 復 可 能 化― 構 造 化―

作 品 化― そ し て 流 通 が で き る �

　 こ れ は � ジ � ン ・ ケ � ジ ら の 仕 事 に 代 表 さ れ る よ う な ﹁ 譜 面 に よ り パ � ケ � ジ さ れ

た 時 間 内 は 作 品 で あ る ﹂ と い う 概 念 に 投 げ 込 ま れ る 即 興 演 奏 と は ま た 別 の 軸 だ � ジ � ン ・

ケ � ジ 本 人 と 彼 の 作 品 は 分 離 が 可 能 だ が � デ レ ク ・ ベ イ リ � の 即 興 演 奏 は 作 品 と 作 者

が 分 離 不 可 能 で あ る �

　 こ の 考 え 方 を 自 分 に 当 て は め る と 私 は い ま � 作 品 と 作 者 が 分 離 不 可 能 な 表 現 を 追 求

し て い る � こ れ を も � と 分 離 し て い く た め に ど う す れ ば よ い か と 考 え て み る � パ フ � �

マ ン ス を C D に 録 音 す る の か ？ 　 そ う で は な く � C D を 焼 く よ う に 言 葉 を 扱 う こ と が

で き な い か �

　 参 照 で き そ う な リ サ � チ 対 象 が あ る � オ � ス テ � ン に 始 ま る 言 語 行 為 論 だ � ﹁ 私 は こ

の 船 を エ リ ザ ベ ス 号 と 名 付 け る ﹂ ﹁ こ れ を も � て 二 人 は 夫 婦 と な り ま し た ﹂ ﹁ こ れ を も �

て 挨 拶 に 代 え さ せ て 頂 き ま す ﹂ な ど の 発 話 を オ � ス テ � ン は 遂 行 的 発 話 と 呼 ぶ � こ の よ

う な 遂 行 的 発 話 が � パ フ � � マ ン ス 中 ︵ 作 品 内 ︶ と パ フ � � マ ン ス 外 ︵ 作 品 外 ︶ で ど の

よ う に 違 い � 同 じ で あ る か � そ の よ

う な 研 究 を し て い き た い � い わ ば 現

実 と 地 続 き に 作 品 を 立 ち 上 げ た と

き � 作 品 で あ る こ と は 何 に よ � て 担

保 さ れ る か � こ う し た ア プ ロ � チ に

お い て � 観 客 は 証 人 の よ う に な る �

な に か の 遂 行 を � 外 付 け ハ � ド デ �

ス ク 的 に 観 客 の 脳 に 記 録 す る ︵ し て

も ら う ︶ わ け だ �

　 イ ン プ ロ と テ キ ス ト の 縦 軸 は 必 ず

し も 二 極 の も の で は な く � 中 間 点 が

あ る � テ キ ス ト を 書 く 時 の 身 体 の 状

態 は パ フ � � マ ン ス を し て い る と も

呼 べ る � 逆 も ま た 然 り だ � イ ン プ ロ

― 発 話 は 人 類 の 歴 史 と 共 に あ る � 対

し て � テ キ ス ト― 書 き 言 葉 は た か だ

か 五 千 年 で あ る � こ の 事 実 が 指 摘 さ

　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

れ て 自 分 の や る 仕 事 に 道 す じ が 見 え た � 大 谷 さ ん の 議 論 の 中 で � 今 の 状 況 は Ｓ Ｎ Ｓ に

よ � て 書 き 言 葉 が あ た か も 話 し 言 葉 の よ う に 扱 わ れ る か ら 様 々 な 変 な こ と が 起 き て い

る と い う 旨 の 発 言 が あ � た � 唐 突 だ が � プ レ ゼ ン の 中 で 述 べ た よ う に ﹁ ポ ス ト ・ ト � ル �

ス ﹂ の 状 況 へ の カ ウ ン タ � を 打 ち た い と い う 思 い が あ る � 様 々 な エ ス ノ セ ン ト リ ズ ム

を 忌 避 し た い の だ � 上 述 の ア プ ロ � チ は そ の 有 効 手 と な る の で は と 直 観 し て い る � イ

ン プ ロ― テ キ ス ト の グ ラ デ � シ � ン の 研 究 が 時 代 状 況 の 中 で ど の よ う に 機 能 す る か �

そ れ は 実 践 に 場 を 移 し た い �

 

︵ 注 ︶ 今 年 の ５ 月 に 初 め て 長 尺 の 発 話 ス ク リ プ ト を 書 き � 上 演 し た � 上 演 に は 数 � 所 の イ ン プ ロ の パ �

ト が 織 り 込 ま れ て い る �

る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �
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　 ３ 日 目 � 白 板 が ６ 等 分 さ れ そ れ ぞ れ に 十 字 が 書 か れ る � 大 谷 さ ん と 一 緒 に そ れ ぞ れ

の 制 作 ス キ � ム を 二 次 座 標 と し て 言 語 化 し て み る の だ � 作 家 と し て 生 き る こ と ― そ

れ は 薄 暗 が り を 手 探 り で 進 む に 近 い ― に お い て � 最 終 的 に 言 葉 が び � し り と 書 き 込

ま れ た こ れ ら の 十 字 は � 護 符 に も 似 た 価 値 を 持 � て い る � ド ラ キ � ラ に 出 会 � た と き

に か ざ す よ う に �

　 さ て � 本 プ ロ グ ラ ム の 私 に と � て の 実 践 的 な 成 果 を 述 べ よ う � 私 の 十 字 は 横 軸

﹁private ― public ﹂ と 縦 軸 ﹁ イ ン プ ロ― テ キ ス ト ﹂ が 交 差 す る � ﹁private ― public ﹂ は

も と も と 私 が 普 段 イ ン プ ロ ヴ � ゼ � シ � ン を 行 う 上 で 使 う 方 法 論 の 一 つ だ � 身 体 の 状

態 に 伴 � て 生 ま れ る 内 的 イ メ � ジ を 捕 え て ︵private ︶ � 言 葉 を 発 話 す る こ と に よ り 観 客

と 共 有 す る ︵public ︶ � こ の 過 程 に あ る 身 体 の 状 態 と 発 話 を 見 世 物 と し て 成 立 さ せ る こ

と に 最 近 は 注 力 し て い る �

　 実 際 的 に パ フ � � マ ン ス を す る 中 で 考 え ら れ た こ の 構 図 ﹁private― public ﹂ を 相 似 的

に 大 き く す る と あ て は ま る 事 柄 が い く つ か あ る �private― 実 存 ︵ 取 り 換 え の 利 か な い 私 ︶

と し て 表 現 す る こ と と �public ― 参 照 項 と し て の 構 造 主 義 � 特 に ﹃ 神 話 論 理 ﹄ �

private― 個 人 と し て の 作 品 と �public ― 集 団 制 作 で の 作 品 �private― ﹁organ ﹂ を 扱 う

身 体 表 現 と �public ― イ ベ ン ト を ﹁organize ﹂ す る こ と ︵ ワ � ク シ � � プ の 活 動― 身

体 表 現 の 交 換 可 能 化 ― も こ の 軸 に お い

て public に 入 る ︶ � こ れ ら の こ と が ア �

テ � ス ト ・ ピ � ト を 経 て 整 理 さ れ た �

　 と こ ろ で � ﹁ イ ン プ ロ ヴ � ゼ � シ � ン ﹂

と い う 言 葉 の 用 法 が 表 現 行 為 の 背 景 に

よ � て 違 う と い う こ と が わ か � た � ヴ �

ジ � ア ル ア � ト の 文 脈 で は パ フ � � マ ン

ス が イ ン プ ロ ヴ � ゼ � シ � ン に よ � て 行

わ れ る こ と は ︵ た だ の ︶ 前 提 で あ る の だ �

　 こ の こ と が ﹁ 私 は な に を も � て 作 品 と

す る か ﹂ と い う 問 い に 行 き つ く � 思 い が

け ず 巨 大 な � 壁 の よ う な 問 い が 現 れ た �

こ れ ま で は � イ ン プ ロ を 生 成 す る ﹁ シ ス

テ ム ﹂ が 作 品 で あ る と 言 � て き た � こ れ

を 発 展 さ せ る 必 要 が あ る と 感 じ た � そ こ

で � 縦 軸 ﹁ イ ン プ ロ― テ キ ス ト ﹂ だ � ︵ 注 ︶

　 こ こ で � 音 楽 史 を 参 照 し て 話 を 進 め た い � 音 楽 史 に お い て 録 音 技 術 の 発 明 は 作 品 の

概 念 を 大 き く 変 え た � そ の こ と が ジ � ン ル と し て の 即 興 演 奏 に も 影 響 す る � ど ん な も

の も 反 復 可 能 な ら ば 構 造 を 持 ち � ど ん な 音 も C D に 録 音 す れ ば 反 復 可 能 化― 構 造 化―

作 品 化― そ し て 流 通 が で き る �

　 こ れ は � ジ � ン ・ ケ � ジ ら の 仕 事 に 代 表 さ れ る よ う な ﹁ 譜 面 に よ り パ � ケ � ジ さ れ

た 時 間 内 は 作 品 で あ る ﹂ と い う 概 念 に 投 げ 込 ま れ る 即 興 演 奏 と は ま た 別 の 軸 だ � ジ � ン ・

ケ � ジ 本 人 と 彼 の 作 品 は 分 離 が 可 能 だ が � デ レ ク ・ ベ イ リ � の 即 興 演 奏 は 作 品 と 作 者

が 分 離 不 可 能 で あ る �

　 こ の 考 え 方 を 自 分 に 当 て は め る と 私 は い ま � 作 品 と 作 者 が 分 離 不 可 能 な 表 現 を 追 求

し て い る � こ れ を も � と 分 離 し て い く た め に ど う す れ ば よ い か と 考 え て み る � パ フ � �

マ ン ス を C D に 録 音 す る の か ？ 　 そ う で は な く � C D を 焼 く よ う に 言 葉 を 扱 う こ と が

で き な い か �

　 参 照 で き そ う な リ サ � チ 対 象 が あ る � オ � ス テ � ン に 始 ま る 言 語 行 為 論 だ � ﹁ 私 は こ

の 船 を エ リ ザ ベ ス 号 と 名 付 け る ﹂ ﹁ こ れ を も � て 二 人 は 夫 婦 と な り ま し た ﹂ ﹁ こ れ を も �

て 挨 拶 に 代 え さ せ て 頂 き ま す ﹂ な ど の 発 話 を オ � ス テ � ン は 遂 行 的 発 話 と 呼 ぶ � こ の よ

う な 遂 行 的 発 話 が � パ フ � � マ ン ス 中 ︵ 作 品 内 ︶ と パ フ � � マ ン ス 外 ︵ 作 品 外 ︶ で ど の

よ う に 違 い � 同 じ で あ る か � そ の よ

う な 研 究 を し て い き た い � い わ ば 現

実 と 地 続 き に 作 品 を 立 ち 上 げ た と

き � 作 品 で あ る こ と は 何 に よ � て 担

保 さ れ る か � こ う し た ア プ ロ � チ に

お い て � 観 客 は 証 人 の よ う に な る �

な に か の 遂 行 を � 外 付 け ハ � ド デ �

ス ク 的 に 観 客 の 脳 に 記 録 す る ︵ し て

も ら う ︶ わ け だ �

　 イ ン プ ロ と テ キ ス ト の 縦 軸 は 必 ず

し も 二 極 の も の で は な く � 中 間 点 が

あ る � テ キ ス ト を 書 く 時 の 身 体 の 状

態 は パ フ � � マ ン ス を し て い る と も

呼 べ る � 逆 も ま た 然 り だ � イ ン プ ロ

― 発 話 は 人 類 の 歴 史 と 共 に あ る � 対

し て � テ キ ス ト― 書 き 言 葉 は た か だ

か 五 千 年 で あ る � こ の 事 実 が 指 摘 さ

　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

︿ 一 回 と 反 復 ﹀   武 本 拓 也 � 文れ て 自 分 の や る 仕 事 に 道 す じ が 見 え た � 大 谷 さ ん の 議 論 の 中 で � 今 の 状 況 は Ｓ Ｎ Ｓ に

よ � て 書 き 言 葉 が あ た か も 話 し 言 葉 の よ う に 扱 わ れ る か ら 様 々 な 変 な こ と が 起 き て い

る と い う 旨 の 発 言 が あ � た � 唐 突 だ が � プ レ ゼ ン の 中 で 述 べ た よ う に ﹁ ポ ス ト ・ ト � ル �

ス ﹂ の 状 況 へ の カ ウ ン タ � を 打 ち た い と い う 思 い が あ る � 様 々 な エ ス ノ セ ン ト リ ズ ム

を 忌 避 し た い の だ � 上 述 の ア プ ロ � チ は そ の 有 効 手 と な る の で は と 直 観 し て い る � イ

ン プ ロ― テ キ ス ト の グ ラ デ � シ � ン の 研 究 が 時 代 状 況 の 中 で ど の よ う に 機 能 す る か �

そ れ は 実 践 に 場 を 移 し た い �
 

︵ 注 ︶ 今 年 の ５ 月 に 初 め て 長 尺 の 発 話 ス ク リ プ ト を 書 き � 上 演 し た � 上 演 に は 数 � 所 の イ ン プ ロ の パ �

ト が 織 り 込 ま れ て い る �
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る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �
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　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

　 こ れ か ら 書 く レ ポ � ト の 内 容 は � 私 の 言 葉 で あ � て � 私 の 言 葉 で は な い � と

い う 感 覚 が あ る � そ れ は 議 論 の 中 で 発 し た 言 葉 を � 参 加 者 を 経 由 し て 自 分 自 身

へ 再 び 定 着 さ せ る 必 要 が あ � た か ら だ � そ の 定 着 は � こ の 文 章 を 書 い て い る 現 在 �

果 た し て う ま く い � て い る の か � こ の 言 い づ ら さ は � 私 た ち が 行 � た 議 論 の 豊

さ を 表 す こ と で も あ る � 常 に 実 感 を 伴 � た 言 葉 を 選 ば な け れ ば い け な い 緊 張 感 の

中 で 発 し た 言 葉 を � 参 加 者 そ れ ぞ れ の 実 感 に よ � て 再 び 紐 付 け 直 さ れ る � そ の 繰

り 返 し の 中 で � 当 初 発 し た 言 葉 は � 私 の 言 葉 で あ � て � 私 の 言 葉 で は な く な � て

い く � そ れ ら の 言 葉 を � 再 び 自 身 へ と 取 り 込 む こ と が で き た か は � 制 作 の 場 で 実

感 す べ き こ と だ と 考 え て い る � そ の た め � こ こ で は � 一 度 口 か ら 発 し � 身 体 の 中

に い ま だ 定 着 せ ざ る 言 葉 を 自 分 な り に 整 理 し つ つ � 未 だ 不 確 か な 言 葉 に よ � て 記

述 す る 作 業 の 不 明 を ま ず は お 許 し 願 い た い と 思 う �

　 は じ め に � 私 自 身 の ア � テ � ス ト テ � マ に つ い て お 話 し し た い � 私 は ﹁ 現 代 の

恐 怖 の 予 感 を 視 覚 化 す る ﹂ こ と を テ �

マ に � 舞 台 芸 術 と 写 真 ・ 映 像 メ デ � ア

を 主 に 用 い て 制 作 し て い る ア � テ � ス

ト で あ る � 私 の 制 作 は � 写 真 や 映 像 で

記 録 さ れ た 身 体 の 小 さ な 身 振 り を 捉

え � そ こ か ら 政 治 的 ・ 社 会 的 な 背 景 と

し て の ﹁ 恐 怖 の 物 語 ﹂ を 抽 出 ／ 創 作 す

る こ と を 基 本 と し て 行 う � そ の 中 で �

さ ら に 一 歩 進 ん で � 議 論 に お い て 明 確

と な � た � 自 己 の 作 品 に ま つ わ る 枠 組

み を 整 理 し て み た い � 大 き い 問 題 と し

て あ � た の は � 作 家 と 観 客 の 問 題 で あ �

た � 参 加 者 の 共 通 の 表 現 メ デ � ア と し

て ﹁ 身 体 ﹂ と い う 共 通 項 が あ り � 作 家

と 観 客 と の 関 係 性 を � 身 体 の 表 現 ジ �

ン ル と し て の ア � ト と シ ア タ � と に 分

け て 捉 え て み る � そ し て 比 較 さ せ つ つ

整 理 し た � ア � ト の 文 脈 は 歴 史 と 現 実

︿ シ ア タ � を 制 作 す る た め に 行 わ な け れ ば い け な い 準 備 に つ い て ﹀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   三 野 新 � 文

が 地 続 き で あ る こ と に 重 点 を 持 つ � 比 較 し て シ ア タ � は � 現 実 と 切 り 離 し た 上

で 特 殊 か つ セ ン シ テ � ブ な 要 素 を 試 行 / 思 考 す る こ と が 可 能 と な る � 一 方 で �

ア � ト は 現 実 と 切 り 離 せ な い が 故 に そ の 複 雑 さ を 相 手 取 る た め に テ � マ が シ ン

プ ル と な り ︵ あ る い は な り 過 ぎ て し ま い ︶ � 特 殊 で 具 体 的 な 状 況 を 扱 い づ ら い �

シ ア タ � は 逆 に 特 殊 な 状 況 を 扱 い す ぎ る が 故 に � 現 実 に 戻 � て こ ら れ な い と い

う 特 徴 が あ る と し た � そ の 中 で � セ ン シ テ � ブ で あ る こ と と � シ ン プ ル で あ る

こ と を 両 立 さ せ る た め の 方 法 論 を 模 索 し た � 言 い 換 え る と � 現 実 に お い て 無 傷 で �

包 摂 さ れ る シ ア タ � で は な い 表 現 の あ り 方 へ の 模 索 で あ る � 

　 議 論 の 中 で シ ア タ � の 特 徴 と し て 焦

点 を 当 て た の は � パ フ � � マ � と 観 客

を 分 断 す る 装 置 と し て の 役 割 に つ い て

だ � こ れ は � 二 つ に 分 け て し ま う と い

う 暴 力 性 の 問 題 で も あ る し � 他 者 と 断

絶 す る こ と に よ � て 作 ら れ る 特 殊 な 関

係 性 ・ 政 治 性 の 中 で 生 み 出 さ れ る 表 現

の フ レ � ミ ン グ に つ い て の 問 題 で あ �

た � こ の 中 で � 現 実 に お け る シ ア タ �

を ﹁ 使 え る ﹂ た め に 行 う こ と と し て �

分 断 を 意 識 し つ つ � そ れ を ど う 再 び 結

び つ け る の か � と い う 方 法 論 を い か に

発 明 で き る か が ア � テ � ス ト の 仕 事 と

し て の 画 期 を 持 つ だ ろ う と い う 予 感 が

生 ま れ た � 

　 そ の 予 感 に 基 づ き � 考 え ら れ た 将 来

的 な 自 己 の 作 品 の 枠 組 み と し て � 墓 を

用 い て 現 実 を 殴 る � と い う メ タ フ � �

を 私 は 持 ち 出 し た � ︵ 注 １ ︶

　 私 が � 写 真 や 映 像 を 用 い て 身 体 を 観 察 し 制 作 を 行 う の は � 真 実 性 に 着 目 し た い

か ら で あ る � 真 実 は 個 別 的 に 見 る と 現 実 に お い て 不 確 定 な も の で あ り � フ � ク シ �

ナ ル な も の で あ る � そ う で あ る た め に � 容 易 に そ の 真 実 を 権 力 に よ � て 操 作 さ れ

て し ま う 側 面 が あ る � 個 別 的 に 真 実 を 担 保 す る た め の ア プ ロ � チ は � 私 に と � て

他 者 と の 関 係 性 の 中 に し か な く � 私 一 人 だ け で は 決 し て 真 実 を 証 明 す る こ と は で

き な い � そ の 証 明 の プ ロ セ ス の 中 で ﹁ 儀 式 と し て の パ フ � � マ ン ス ﹂ が � 現 実 に お

い て も � シ ア タ � に と � て も 真 実 を 担 保 す る 他 者 と の 特 権 的 な 協 働 行 為 と し て 議 論

で は 挙 げ ら れ た � 現 実 や シ ア タ � の

ア � カ イ ブ を 墓 と し て 捉 え ︵ 注 ２ ︶ �﹁ 残

さ な い と い け な い ﹂ と 思 � て い る も

の を � 権 力 の 行 使 と し て で は な く �

た だ 個 人 の 実 践 と し て 取 り 扱 い た い

と 私 は 考 え る � 終 わ � て し ま � た も

の ︵ 行 為 ︶ を き ち ん と 終 わ ら せ な い

限 り � 墓 に な ら ず に あ い ま い な 形 で 現

在 に 重 な � て く る ゾ ン ビ 状 態 と し て 真

実 は 個 別 性 を 凌 駕 し た 力 に よ � て 流 通

し て し ま � て い る � つ ま り � 今 私 た ち

が 住 む 世 界 は � 現 在 の 中 に � 過 去 が 何

食 わ ぬ 顔 で 匿 名 な ま ま 居 座 り 続 け て い

る 状 況 で あ る と い う 認 識 � そ の 中 で �

現 在 の 中 に い る 過 去 を � い か に 個 別 識

別 可 能 な 墓 と し て 作 り そ れ を 再 び 現 実 に 折 り 返 し � 直 接 介 入 さ せ ら れ る の か � こ

の 一 連 の 営 為 を 私 は 今 後 の 制 作 で 実 践 し て い き � 精 査 を 続 け て い く 所 存 で あ る �

　 具 体 的 に は � シ ア タ � を 都 市 の 中 の コ ミ � ニ テ � と し て 制 作 す る こ と � シ ア タ �

を � ド ラ マ や 物 語 に よ � て 判 断 さ れ る コ ン テ ン ツ 性 か ら 引 き 剥 が し � そ こ に 集 ま

る こ と 自 体 に 作 品 性 を 見 出 す 構 造 と 枠 組 み を 作 り 出 す こ と に な � て い く だ ろ う �

真 実 は コ ン テ ン ツ の 中 に で は な く � 作 品 と 観 客 と の 協 働 的 儀 式 の 中 に � よ り 多 く

宿 � て い く よ う に な る だ ろ う � そ う し て よ う や く � 私 の 制 作 は 可 能 と な � て い く � 

 

 

︵ 注 １ ︶ サ ミ � エ ル ・ ベ ケ � ト の 処 女 小 説 で あ る ﹃ 並 に は 勝 る 女 た ち の 夢 ﹄ に 出 典 を 持 つ 造 語 ﹁ 墓 胎

︵wombtomb ︶ ﹂ と い う キ � ワ � ド � ﹁ 墓 胎 ﹂ と は � 墓 を モ ニ � メ ン ト と し て 忘 却 か ら 逃 れ る た

め の 装 置 と し て 捉 え � 胎 を 一 回 性 と し て の 出 産 さ れ た 私 と し て 捉 え る � そ し て � 死 を 出 来 事

と し て 俯 瞰 し � そ れ ら が 一 回 性 の あ る モ ニ � メ ン ト � あ る い は � モ ニ � メ ン ト し て の 一 回 性

と い う 矛 盾 す る 要 素 を 一 緒 く た に し て 表 現 す る た め の 言 葉 と し て 考 え ら れ る も の だ � 芸 術 作

品 は � 歴 史 � あ る い は 物 語 と し て の 墓 か ら 一 回 性 を 持 つ 胎 よ り 出 産 す る �

︵ 注 ２ ︶ こ こ で い う シ ア タ � の ア � カ イ ブ は � 戯 曲 や ド ラ マ と い � た 記 述 可 能 な 媒 体 だ け で は な い �

議 論 で は 彫 刻 � 映 像 � 写 真 � 設 計 図 等 の イ メ � ジ も ま た シ ア タ � の ア � カ イ ブ � 墓 と し て 言

葉 と 同 列 に 考 え ら れ た �

る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �
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　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

　 こ れ か ら 書 く レ ポ � ト の 内 容 は � 私 の 言 葉 で あ � て � 私 の 言 葉 で は な い � と

い う 感 覚 が あ る � そ れ は 議 論 の 中 で 発 し た 言 葉 を � 参 加 者 を 経 由 し て 自 分 自 身

へ 再 び 定 着 さ せ る 必 要 が あ � た か ら だ � そ の 定 着 は � こ の 文 章 を 書 い て い る 現 在 �

果 た し て う ま く い � て い る の か � こ の 言 い づ ら さ は � 私 た ち が 行 � た 議 論 の 豊

さ を 表 す こ と で も あ る � 常 に 実 感 を 伴 � た 言 葉 を 選 ば な け れ ば い け な い 緊 張 感 の

中 で 発 し た 言 葉 を � 参 加 者 そ れ ぞ れ の 実 感 に よ � て 再 び 紐 付 け 直 さ れ る � そ の 繰

り 返 し の 中 で � 当 初 発 し た 言 葉 は � 私 の 言 葉 で あ � て � 私 の 言 葉 で は な く な � て

い く � そ れ ら の 言 葉 を � 再 び 自 身 へ と 取 り 込 む こ と が で き た か は � 制 作 の 場 で 実

感 す べ き こ と だ と 考 え て い る � そ の た め � こ こ で は � 一 度 口 か ら 発 し � 身 体 の 中

に い ま だ 定 着 せ ざ る 言 葉 を 自 分 な り に 整 理 し つ つ � 未 だ 不 確 か な 言 葉 に よ � て 記

述 す る 作 業 の 不 明 を ま ず は お 許 し 願 い た い と 思 う �

　 は じ め に � 私 自 身 の ア � テ � ス ト テ � マ に つ い て お 話 し し た い � 私 は ﹁ 現 代 の

恐 怖 の 予 感 を 視 覚 化 す る ﹂ こ と を テ �

マ に � 舞 台 芸 術 と 写 真 ・ 映 像 メ デ � ア

を 主 に 用 い て 制 作 し て い る ア � テ � ス

ト で あ る � 私 の 制 作 は � 写 真 や 映 像 で

記 録 さ れ た 身 体 の 小 さ な 身 振 り を 捉

え � そ こ か ら 政 治 的 ・ 社 会 的 な 背 景 と

し て の ﹁ 恐 怖 の 物 語 ﹂ を 抽 出 ／ 創 作 す

る こ と を 基 本 と し て 行 う � そ の 中 で �

さ ら に 一 歩 進 ん で � 議 論 に お い て 明 確

と な � た � 自 己 の 作 品 に ま つ わ る 枠 組

み を 整 理 し て み た い � 大 き い 問 題 と し

て あ � た の は � 作 家 と 観 客 の 問 題 で あ �

た � 参 加 者 の 共 通 の 表 現 メ デ � ア と し

て ﹁ 身 体 ﹂ と い う 共 通 項 が あ り � 作 家

と 観 客 と の 関 係 性 を � 身 体 の 表 現 ジ �

ン ル と し て の ア � ト と シ ア タ � と に 分

け て 捉 え て み る � そ し て 比 較 さ せ つ つ

整 理 し た � ア � ト の 文 脈 は 歴 史 と 現 実

が 地 続 き で あ る こ と に 重 点 を 持 つ � 比 較 し て シ ア タ � は � 現 実 と 切 り 離 し た 上

で 特 殊 か つ セ ン シ テ � ブ な 要 素 を 試 行 / 思 考 す る こ と が 可 能 と な る � 一 方 で �

ア � ト は 現 実 と 切 り 離 せ な い が 故 に そ の 複 雑 さ を 相 手 取 る た め に テ � マ が シ ン

プ ル と な り ︵ あ る い は な り 過 ぎ て し ま い ︶ � 特 殊 で 具 体 的 な 状 況 を 扱 い づ ら い �

シ ア タ � は 逆 に 特 殊 な 状 況 を 扱 い す ぎ る が 故 に � 現 実 に 戻 � て こ ら れ な い と い

う 特 徴 が あ る と し た � そ の 中 で � セ ン シ テ � ブ で あ る こ と と � シ ン プ ル で あ る

こ と を 両 立 さ せ る た め の 方 法 論 を 模 索 し た � 言 い 換 え る と � 現 実 に お い て 無 傷 で �

包 摂 さ れ る シ ア タ � で は な い 表 現 の あ り 方 へ の 模 索 で あ る � 

　 議 論 の 中 で シ ア タ � の 特 徴 と し て 焦

点 を 当 て た の は � パ フ � � マ � と 観 客

を 分 断 す る 装 置 と し て の 役 割 に つ い て

だ � こ れ は � 二 つ に 分 け て し ま う と い

う 暴 力 性 の 問 題 で も あ る し � 他 者 と 断

絶 す る こ と に よ � て 作 ら れ る 特 殊 な 関

係 性 ・ 政 治 性 の 中 で 生 み 出 さ れ る 表 現

の フ レ � ミ ン グ に つ い て の 問 題 で あ �

た � こ の 中 で � 現 実 に お け る シ ア タ �

を ﹁ 使 え る ﹂ た め に 行 う こ と と し て �

分 断 を 意 識 し つ つ � そ れ を ど う 再 び 結

び つ け る の か � と い う 方 法 論 を い か に

発 明 で き る か が ア � テ � ス ト の 仕 事 と

し て の 画 期 を 持 つ だ ろ う と い う 予 感 が

生 ま れ た � 

　 そ の 予 感 に 基 づ き � 考 え ら れ た 将 来

的 な 自 己 の 作 品 の 枠 組 み と し て � 墓 を

用 い て 現 実 を 殴 る � と い う メ タ フ � �

を 私 は 持 ち 出 し た � ︵ 注 １ ︶

　 私 が � 写 真 や 映 像 を 用 い て 身 体 を 観 察 し 制 作 を 行 う の は � 真 実 性 に 着 目 し た い

か ら で あ る � 真 実 は 個 別 的 に 見 る と 現 実 に お い て 不 確 定 な も の で あ り � フ � ク シ �

ナ ル な も の で あ る � そ う で あ る た め に � 容 易 に そ の 真 実 を 権 力 に よ � て 操 作 さ れ

て し ま う 側 面 が あ る � 個 別 的 に 真 実 を 担 保 す る た め の ア プ ロ � チ は � 私 に と � て

他 者 と の 関 係 性 の 中 に し か な く � 私 一 人 だ け で は 決 し て 真 実 を 証 明 す る こ と は で

き な い � そ の 証 明 の プ ロ セ ス の 中 で ﹁ 儀 式 と し て の パ フ � � マ ン ス ﹂ が � 現 実 に お

い て も � シ ア タ � に と � て も 真 実 を 担 保 す る 他 者 と の 特 権 的 な 協 働 行 為 と し て 議 論

で は 挙 げ ら れ た � 現 実 や シ ア タ � の

ア � カ イ ブ を 墓 と し て 捉 え ︵ 注 ２ ︶ �﹁ 残

さ な い と い け な い ﹂ と 思 � て い る も

の を � 権 力 の 行 使 と し て で は な く �

た だ 個 人 の 実 践 と し て 取 り 扱 い た い

と 私 は 考 え る � 終 わ � て し ま � た も

の ︵ 行 為 ︶ を き ち ん と 終 わ ら せ な い

限 り � 墓 に な ら ず に あ い ま い な 形 で 現

在 に 重 な � て く る ゾ ン ビ 状 態 と し て 真

実 は 個 別 性 を 凌 駕 し た 力 に よ � て 流 通

し て し ま � て い る � つ ま り � 今 私 た ち

が 住 む 世 界 は � 現 在 の 中 に � 過 去 が 何

食 わ ぬ 顔 で 匿 名 な ま ま 居 座 り 続 け て い

る 状 況 で あ る と い う 認 識 � そ の 中 で �

現 在 の 中 に い る 過 去 を � い か に 個 別 識

別 可 能 な 墓 と し て 作 り そ れ を 再 び 現 実 に 折 り 返 し � 直 接 介 入 さ せ ら れ る の か � こ

の 一 連 の 営 為 を 私 は 今 後 の 制 作 で 実 践 し て い き � 精 査 を 続 け て い く 所 存 で あ る �

　 具 体 的 に は � シ ア タ � を 都 市 の 中 の コ ミ � ニ テ � と し て 制 作 す る こ と � シ ア タ �

を � ド ラ マ や 物 語 に よ � て 判 断 さ れ る コ ン テ ン ツ 性 か ら 引 き 剥 が し � そ こ に 集 ま

る こ と 自 体 に 作 品 性 を 見 出 す 構 造 と 枠 組 み を 作 り 出 す こ と に な � て い く だ ろ う �

真 実 は コ ン テ ン ツ の 中 に で は な く � 作 品 と 観 客 と の 協 働 的 儀 式 の 中 に � よ り 多 く

宿 � て い く よ う に な る だ ろ う � そ う し て よ う や く � 私 の 制 作 は 可 能 と な � て い く � 

 

 

︵ 注 １ ︶ サ ミ � エ ル ・ ベ ケ � ト の 処 女 小 説 で あ る ﹃ 並 に は 勝 る 女 た ち の 夢 ﹄ に 出 典 を 持 つ 造 語 ﹁ 墓 胎

︵wombtomb ︶ ﹂ と い う キ � ワ � ド � ﹁ 墓 胎 ﹂ と は � 墓 を モ ニ � メ ン ト と し て 忘 却 か ら 逃 れ る た

め の 装 置 と し て 捉 え � 胎 を 一 回 性 と し て の 出 産 さ れ た 私 と し て 捉 え る � そ し て � 死 を 出 来 事

と し て 俯 瞰 し � そ れ ら が 一 回 性 の あ る モ ニ � メ ン ト � あ る い は � モ ニ � メ ン ト し て の 一 回 性

と い う 矛 盾 す る 要 素 を 一 緒 く た に し て 表 現 す る た め の 言 葉 と し て 考 え ら れ る も の だ � 芸 術 作

品 は � 歴 史 � あ る い は 物 語 と し て の 墓 か ら 一 回 性 を 持 つ 胎 よ り 出 産 す る �

︵ 注 ２ ︶ こ こ で い う シ ア タ � の ア � カ イ ブ は � 戯 曲 や ド ラ マ と い � た 記 述 可 能 な 媒 体 だ け で は な い �

議 論 で は 彫 刻 � 映 像 � 写 真 � 設 計 図 等 の イ メ � ジ も ま た シ ア タ � の ア � カ イ ブ � 墓 と し て 言

葉 と 同 列 に 考 え ら れ た �

る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �

・ ・ ・ ・ ・
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　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

 

　 今 回 ア � テ � ス ト 兼 フ � シ リ テ � タ � と し て 参 加 し た 私 は � す で に 冒 頭 で プ

ロ グ ラ ム 全 体 に つ い て は 記 し た の で � こ こ で は ア � テ � ス ト 個 人 と し て � 本 プ

ロ グ ラ ム を 挟 ん で の ﹁ こ れ ま で ﹂ と ﹁ こ れ か ら ﹂ の レ ポ � ト を 綴 り た い と 思 う �

 　 2 0 1 5 年 に 日 本 の 大 学 院 で デ ザ イ ン と 身 体 の 研 究 を 終 え て 以 降 � 私 は 自 ら

の 踊 る 身 体 を 素 材 と し て 駆 使 し な が

ら � オ ル タ ナ テ � ブ な ダ ン ス 表 現 の

追 求 を し て き た � デ ザ イ ン 理 論 か ら

引 用 し た ﹁ ア フ � � ダ ン ス ︵ 誘 導 ︶ ﹂

概 念 が コ ン セ プ ト と リ サ � チ の 基 盤

と な � て い る �

　 １ ９ ７ ０ 年 代 に モ ダ ン ダ ン ス が ポ

ス ト モ ダ ン ダ ン ス へ の 変 遷 を た ど る

際 � ﹁ 訓 練 さ れ た 強 靭 な 身 体 性 ﹂ へ の

批 評 と し て 提 示 さ れ た の は � 訓 練 さ

れ て い な い 日 常 的 な 身 体 を 舞 台 に の

せ る こ と だ � た � コ ン テ ン ポ ラ リ �

の 時 代 と な � た 現 在 の シ � ン に お い

て は � そ れ ら の 身 体 は 混 合 さ れ � 訓

練 に 基 づ い た 技 術 以 外 の 身 体 性 が 問

わ れ て い る � そ こ で 私 が 提 示 し て き

た 身 体 の 強 度 は � 他 者 と 共 有 し 得 る ﹁ 必 然 性 ﹂ を 根 拠 と す る も の だ � 作 品 を 構 成

す る 行 為 の 根 拠 を � 自 身 の 内 面 性 や 欲 求 で は な く � 外 的 な 環 境 に 見 出 し � そ れ に

ア フ � � ド さ れ る ︵ 与 え ら れ る / 誘 導 さ れ る ︶ 形 で 時 間 ・ 空 間 と の 関 係 を 体 現 し

て い く � 振 付 家 と し て 他 の ダ ン サ � に 指 示 を 与 え る 際 は ﹁Your body is not your 

body ︵ あ な た の 身 体 は あ な た の も の で は な い ︶ ﹂ と い う 言 葉 を 繰 り 返 し 添 え て き た �

　 制 作 の 始 点 は 常 に � 身 体 が 配 置 さ れ る 空 間 の 建 築 条 件 や 歴 史 的 文 脈 の リ サ � チ

に あ り � 最 終 的 な ス テ � ジ ン グ で は 空 間 と 行 為 を 具 体 的 な 根 拠 に よ � て 結 び つ け

る � 作 品 に よ � て は リ サ � チ の 対 象 を 特 定 の 個 人 史 や 社 会 史 に も 設 定 し � そ れ ら の

歴 史 が は ら む ド ラ マ を 利 用 し て � 構 造 の 多 層 化 を 狙 う こ と も あ る �

︿ My body is (not) mine ﹀   ハ ラ サ オ リ � 文

 　 直 近 の 作 品 ﹁no room ﹂ ︵2019 ︶ で は � 旧 ノ グ チ ・ ル � ム ︵ 東 京 ︶ と い う 特 定 の

空 間 の 建 築 条 件 と 歴 史 的 文 脈 � ま た 空 間 の 作 者 で あ る イ サ ム ・ ノ グ チ の 個 人 史 か

ら 導 き 出 し た 身 体 行 為 と 状 況 を 要 素 に 6
0

分 を 構 成 し た � そ の 前 年 は � ダ ン サ � で

あ � た 実 父 � 原 健 と 自 身 の 生 別 ・ 再 会 ・ 死 別 と い う 事 実 に 基 づ い た セ ル フ ド キ �

メ ン タ リ � 作 品 と し て ﹁Da Dad Dada ﹂ ︵2017 ︶ を 制 作 � 共 通 し て い る の は � あ る

物 語 を � 虚 構 と 演 出 の 力 で 語 る の で は な く � 個 人 史 と 日 本 社 会 史 の リ サ � チ か ら ア

フ � � ド さ れ た 身 体 行 為 で 語 る こ と だ � こ の 作 品 以 前 は � 一 切 の ド ラ マ を 回 避 し � 空

間 的 な ア フ � � ダ ン ス の み に 着 目 し た サ イ ト ス ペ シ フ � � ク 作 品 ﹁ 東 京 都 中 野 区 中 野

1 - 1- 4 ︵1F ︶ の た め の 振 付 ﹂︵2016 ︶ ﹁W1847mm×D10899mm×H2812mm の た め の 振 付 ﹂

︵2015 ︶ を シ リ � ズ と し て 制 作 し て い た � こ れ ら は 特 定 の 空 間 が 誘 発 す る 身 体 行 為

の 構 成 作 品 で あ る � 全 て の 作 品 に 対 し て � 舞 台 芸 術 と し て 自 動 的 に 立 ち 上 が る 構

造 へ の 批 評 的 な 視 点 を 仕 込 ん で き た が � そ れ を 独 立 し た 作 品 と し て 提 示 し た の が

﹁ あ さ は か な あ な た ︵ へ ︶ ﹂ ︵2016 ︶ で あ る � 観 客 に 対 し て 発 揮 さ れ て し ま う 時 間 的 ・

空 間 的 な 特 権 性 � 音 響 や 照 明 の 瞬 発 力 へ の 依 存 な ど を � メ タ 的 な パ フ � � マ ン ス

と し て 上 演 し た �

 

る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �

　 こ れ ら の 作 品 群 が ア � テ � ス ト ・ ピ � ト を 通 し て 解 析 さ れ て い く 中 で 得 ら れ

た 気 づ き と し て も � と も 大 き か � た の は � 私 の 思 考 回 路 と ア ウ ト プ � ト が 自 覚

し て い る よ り も ず � と ﹁ ダ ン ス ﹂ と い う 単 一 の 文 脈 に 強 く 依 存 し て い る と い う

こ と だ � た � オ ル タ ナ テ � ブ な ダ ン ス の 表 現 を 探 る 上 で � そ れ を 初 歩 的 か つ 重

要 な 点 と し て 意 識 し て き た つ も り で も � 具 体 的 な 知 識 や 経 験 と し て は 定 着 し て

い な か � た の だ �

　 あ の ５ 日 間 に お い て は � 演 劇 ・ ダ ン ス ・ ビ ジ � ア ル ア � ト ・ 建 築 ・ 音 楽 の 専

門 家 と � 文 字 通 り テ � ブ ル を 囲 み ﹁ 身 体 ﹂ に つ い て 別 の 角 度 か ら 語 り 合 う と い

う 状 態 が 成 立 し て い た � こ れ が 特 別 な 機 会 で あ � た こ と は 事 実 だ が � 一 方 で � 多

様 化 し た 文 脈 や 膨 大 な 情 報 が ま る で 止 ま な い 吹 雪 の よ う に ア � テ � ス ト た ち を 吹

き 曝 ら し て い る 状 況 は � 現 代 の 創 作 活 動 の 常 と も 言 え る � そ れ が 直 接 的 か つ 理 性

的 に 視 覚 化 さ れ た の が ア � テ � ス ト ・ ピ � ト と い う 場 だ � た の だ � 言 葉 を 通 し て

他 者 の 制 作 過 程 を 追 体 験 す る こ と で � 自 身 の 立 ち 位 置 を 仮 定 す る た め の 地 図 が よ

り 広 い 範 囲 で イ メ � ジ で き る よ う に な � た �

　 　 そ う し た 強 い 自 覚 の も と � こ れ ま で 選 択 し て き た 表 現 の プ ロ セ ス や フ � � ム

を 疑 う 必 要 も 感 じ て い る � 行 為 の 必 然 性 を 空 間 や 他 者 と の 関 係 だ け に 見 出 し � メ タ

的 な 態 度 を 演 出 に 取 り 込 む の で は な く � 自 ら の 身 体 そ の も の の 帰 属 や 社 会 性 と 正 面

か ら 向 き 合 う こ と で � 新 し い ア フ � � ダ ン ス の 形 を 発 見 で き る の で は な い だ ろ う か �

今 一 度 ﹁ 私 の 身 体 ﹂ を ﹁ 私 の も の ﹂ と し て 捉 え 直 し � よ り ア ク チ � ア ル で 切 実 な 必

然 性 に 迫 る こ と � ま た そ れ を 作 品 と し て 体 現 す る こ と を 目 指 し て い き た い �
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　 私 の や � て い る 事 は � 作 品 と い う よ り も ひ と つ の 生 活 様 式 � 活 動 と い う 言 い 方 の

ほ う が 当 て は ま � て い る か と 思 い ま す � そ の 中 で 不 可 分 な ﹁ 作 品 的 な も の ﹂ と ﹁ 生

活 的 な も の ﹂ の 区 別 を ( 便 宜 的 に で も ) 分 け た ほ う が い い � と い う 事 を こ の ア � テ �

ス ト ・ ピ � ト で は 考 え ま し た � 大 谷 さ ん は 私 の 活 動 の 四 象 限 の 1 つ に ﹁ 一 回 - 反 復 ﹂ ﹂

の 軸 を 置 き ま し た � 一 回 一 回 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ が � そ れ は 同 じ よ う に 日 々 反

復 さ れ て い る � そ の 日 の 上 演 は 一 回 だ け の も の だ � た か ？ 　 反 復 さ れ た も の だ � た の

か ？ 　 一 回 だ け を 反 復 し て い る と い う 事 も � 反 復 の 最 先 端 で 一 回 だ け 行 � て い る と い

う 事 も � ど ち ら も そ う で す � そ し て そ れ は い つ で も や め ら れ る 可 能 性 を 持 � て い る �

反 復 は 昨 日 も 明 日 も あ る と い う 事 で あ れ ば � 一 回 性 は そ の 瞬 間 し か あ り ま せ ん � 次 の

一 瞬 も 前 の 一 瞬 も な い と い う 事 と � 昨 日 も あ � て 明 日 も ま た あ る と い う 事 は 常 に 同 時

で す � 生 き て い る と は そ う だ と も 思 い ま す が � 人 間 の 反 復 に は 必 ず 終 わ り が あ る � 人

間 が 所 有 で き る の は 反 復 さ れ う る も の で 一 回 だ け の も の で は あ り ま せ ん � 一 回 だ け 起

こ � て し ま う 事 は 計 画 も 所 有 も で き な い � 一 回 し か で き な い 事 を 計 画 し て や る 事 も で

き る だ ろ う が � し か し そ れ は 一 回 ( と い う 設 定 ) 自 体 を 繰 り 返 す や り 方 の よ う な 気 が

す る � 一 回 だ け と い う の も な ん と も ふ わ ふ わ し た 言 い 方 だ が � そ れ の 言 い 方 は � 起 こ

 

　 今 回 ア � テ � ス ト 兼 フ � シ リ テ � タ � と し て 参 加 し た 私 は � す で に 冒 頭 で プ

ロ グ ラ ム 全 体 に つ い て は 記 し た の で � こ こ で は ア � テ � ス ト 個 人 と し て � 本 プ

ロ グ ラ ム を 挟 ん で の ﹁ こ れ ま で ﹂ と ﹁ こ れ か ら ﹂ の レ ポ � ト を 綴 り た い と 思 う �

 　 2 0 1 5 年 に 日 本 の 大 学 院 で デ ザ イ ン と 身 体 の 研 究 を 終 え て 以 降 � 私 は 自 ら

の 踊 る 身 体 を 素 材 と し て 駆 使 し な が

ら � オ ル タ ナ テ � ブ な ダ ン ス 表 現 の

追 求 を し て き た � デ ザ イ ン 理 論 か ら

引 用 し た ﹁ ア フ � � ダ ン ス ︵ 誘 導 ︶ ﹂

概 念 が コ ン セ プ ト と リ サ � チ の 基 盤

と な � て い る �

　 １ ９ ７ ０ 年 代 に モ ダ ン ダ ン ス が ポ

ス ト モ ダ ン ダ ン ス へ の 変 遷 を た ど る

際 � ﹁ 訓 練 さ れ た 強 靭 な 身 体 性 ﹂ へ の

批 評 と し て 提 示 さ れ た の は � 訓 練 さ

れ て い な い 日 常 的 な 身 体 を 舞 台 に の

せ る こ と だ � た � コ ン テ ン ポ ラ リ �

の 時 代 と な � た 現 在 の シ � ン に お い

て は � そ れ ら の 身 体 は 混 合 さ れ � 訓

練 に 基 づ い た 技 術 以 外 の 身 体 性 が 問

わ れ て い る � そ こ で 私 が 提 示 し て き

た 身 体 の 強 度 は � 他 者 と 共 有 し 得 る ﹁ 必 然 性 ﹂ を 根 拠 と す る も の だ � 作 品 を 構 成

す る 行 為 の 根 拠 を � 自 身 の 内 面 性 や 欲 求 で は な く � 外 的 な 環 境 に 見 出 し � そ れ に

ア フ � � ド さ れ る ︵ 与 え ら れ る / 誘 導 さ れ る ︶ 形 で 時 間 ・ 空 間 と の 関 係 を 体 現 し

て い く � 振 付 家 と し て 他 の ダ ン サ � に 指 示 を 与 え る 際 は ﹁Your body is not your 

body ︵ あ な た の 身 体 は あ な た の も の で は な い ︶ ﹂ と い う 言 葉 を 繰 り 返 し 添 え て き た �

　 制 作 の 始 点 は 常 に � 身 体 が 配 置 さ れ る 空 間 の 建 築 条 件 や 歴 史 的 文 脈 の リ サ � チ

に あ り � 最 終 的 な ス テ � ジ ン グ で は 空 間 と 行 為 を 具 体 的 な 根 拠 に よ � て 結 び つ け

る � 作 品 に よ � て は リ サ � チ の 対 象 を 特 定 の 個 人 史 や 社 会 史 に も 設 定 し � そ れ ら の

歴 史 が は ら む ド ラ マ を 利 用 し て � 構 造 の 多 層 化 を 狙 う こ と も あ る �

 　 直 近 の 作 品 ﹁no room ﹂ ︵2019 ︶ で は � 旧 ノ グ チ ・ ル � ム ︵ 東 京 ︶ と い う 特 定 の

空 間 の 建 築 条 件 と 歴 史 的 文 脈 � ま た 空 間 の 作 者 で あ る イ サ ム ・ ノ グ チ の 個 人 史 か

ら 導 き 出 し た 身 体 行 為 と 状 況 を 要 素 に 6
0

分 を 構 成 し た � そ の 前 年 は � ダ ン サ � で

あ � た 実 父 � 原 健 と 自 身 の 生 別 ・ 再 会 ・ 死 別 と い う 事 実 に 基 づ い た セ ル フ ド キ �

メ ン タ リ � 作 品 と し て ﹁Da Dad Dada ﹂ ︵2017 ︶ を 制 作 � 共 通 し て い る の は � あ る

物 語 を � 虚 構 と 演 出 の 力 で 語 る の で は な く � 個 人 史 と 日 本 社 会 史 の リ サ � チ か ら ア

フ � � ド さ れ た 身 体 行 為 で 語 る こ と だ � こ の 作 品 以 前 は � 一 切 の ド ラ マ を 回 避 し � 空

間 的 な ア フ � � ダ ン ス の み に 着 目 し た サ イ ト ス ペ シ フ � � ク 作 品 ﹁ 東 京 都 中 野 区 中 野

1 - 1- 4 ︵1F ︶ の た め の 振 付 ﹂︵2016 ︶ ﹁W1847mm×D10899mm×H2812mm の た め の 振 付 ﹂

︵2015 ︶ を シ リ � ズ と し て 制 作 し て い た � こ れ ら は 特 定 の 空 間 が 誘 発 す る 身 体 行 為

の 構 成 作 品 で あ る � 全 て の 作 品 に 対 し て � 舞 台 芸 術 と し て 自 動 的 に 立 ち 上 が る 構

造 へ の 批 評 的 な 視 点 を 仕 込 ん で き た が � そ れ を 独 立 し た 作 品 と し て 提 示 し た の が

﹁ あ さ は か な あ な た ︵ へ ︶ ﹂ ︵2016 ︶ で あ る � 観 客 に 対 し て 発 揮 さ れ て し ま う 時 間 的 ・

空 間 的 な 特 権 性 � 音 響 や 照 明 の 瞬 発 力 へ の 依 存 な ど を � メ タ 的 な パ フ � � マ ン ス

と し て 上 演 し た �

 

る 事 を 夢 に も 思 わ な い と い う

事 で は な い か � こ ん な 事 に な

る な ん て 思 い も し な か � た と

感 じ る 事 が あ る が � 人 間 の 感

覚 が 変 わ � て し ま う の は そ う

い う 時 で は な い か � あ る い は

他 者 に 出 会 う 時 と は そ う い う 時

で は な い か � 一 回 だ け そ れ が 起

こ � た と い う 事 は で き る � だ け

ど そ れ は も う 繰 り 返 せ な い � し

か し 反 復 さ れ う る 事 も � そ の 一

回 一 回 は た � た 一 回 だ け の 事

で � 完 全 に 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ

て い る の で は な い と も 言 え る �

少 な く と も 今 日 の 一 回 は � 昨 日

の 一 回 を 経 た / 明 日 の 一 回 を ま

だ 経 て い な い 今 日 だ け の 一 回 で

す � 一 回 と 反 復 � こ れ は 入 れ 子

に な � て い る � 一 回 - 反 復 を 数

年 の ス パ ン で 行 う 事 で � 作 家 の

意 図 を 超 え た も の に す る � そ れ が 私 の 姿 勢 の ひ と つ で す �

　 反 復 に よ り 粒 度 と 解 像 度 を 上 げ て い く � 反 復 す る 事 で そ れ が 所 有 可 能 な 作 品 ( あ る

い は 技 術 ) に な る � で は 一 回 の 方 は ど う か � と い う よ り も そ の 反 復 が そ の 最 先 端 で た �

た 一 回 だ け � 思 い も よ ら な い な に か と 出 く わ す 事 は � そ れ は � そ ん な 事 は 起 こ り 得 な

い と い う 言 い 方 で � 一 度 も 起 こ り は し な か � た の で は な い か � 一 回 だ け � と い う 言 葉

が ふ わ ふ わ し て す か す か し た 手 触 り な の は � そ ん な も の は な い と い う 言 い 方 で し か 言 え

な い も の だ か ら で は な い か � そ こ に あ る の は � 反 復 だ け で � 一 回 だ け 起 こ � た 事 は 一 度

も な か � た � と い う よ り も � も う 起 こ � て い る そ れ に 誰 も 気 づ い て い な い �

　 こ れ ら の 作 品 群 が ア � テ � ス ト ・ ピ � ト を 通 し て 解 析 さ れ て い く 中 で 得 ら れ

た 気 づ き と し て も � と も 大 き か � た の は � 私 の 思 考 回 路 と ア ウ ト プ � ト が 自 覚

し て い る よ り も ず � と ﹁ ダ ン ス ﹂ と い う 単 一 の 文 脈 に 強 く 依 存 し て い る と い う

こ と だ � た � オ ル タ ナ テ � ブ な ダ ン ス の 表 現 を 探 る 上 で � そ れ を 初 歩 的 か つ 重

要 な 点 と し て 意 識 し て き た つ も り で も � 具 体 的 な 知 識 や 経 験 と し て は 定 着 し て

い な か � た の だ �

　 あ の ５ 日 間 に お い て は � 演 劇 ・ ダ ン ス ・ ビ ジ � ア ル ア � ト ・ 建 築 ・ 音 楽 の 専

門 家 と � 文 字 通 り テ � ブ ル を 囲 み ﹁ 身 体 ﹂ に つ い て 別 の 角 度 か ら 語 り 合 う と い

う 状 態 が 成 立 し て い た � こ れ が 特 別 な 機 会 で あ � た こ と は 事 実 だ が � 一 方 で � 多

様 化 し た 文 脈 や 膨 大 な 情 報 が ま る で 止 ま な い 吹 雪 の よ う に ア � テ � ス ト た ち を 吹

き 曝 ら し て い る 状 況 は � 現 代 の 創 作 活 動 の 常 と も 言 え る � そ れ が 直 接 的 か つ 理 性

的 に 視 覚 化 さ れ た の が ア � テ � ス ト ・ ピ � ト と い う 場 だ � た の だ � 言 葉 を 通 し て

他 者 の 制 作 過 程 を 追 体 験 す る こ と で � 自 身 の 立 ち 位 置 を 仮 定 す る た め の 地 図 が よ

り 広 い 範 囲 で イ メ � ジ で き る よ う に な � た �

　 　 そ う し た 強 い 自 覚 の も と � こ れ ま で 選 択 し て き た 表 現 の プ ロ セ ス や フ � � ム

を 疑 う 必 要 も 感 じ て い る � 行 為 の 必 然 性 を 空 間 や 他 者 と の 関 係 だ け に 見 出 し � メ タ

的 な 態 度 を 演 出 に 取 り 込 む の で は な く � 自 ら の 身 体 そ の も の の 帰 属 や 社 会 性 と 正 面

か ら 向 き 合 う こ と で � 新 し い ア フ � � ダ ン ス の 形 を 発 見 で き る の で は な い だ ろ う か �

今 一 度 ﹁ 私 の 身 体 ﹂ を ﹁ 私 の も の ﹂ と し て 捉 え 直 し � よ り ア ク チ � ア ル で 切 実 な 必

然 性 に 迫 る こ と � ま た そ れ を 作 品 と し て 体 現 す る こ と を 目 指 し て い き た い �
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8.     � 論 考 � ア � テ � ス ト ・ ピ � ト が 示 し た

　　　　　　　　　　　　　　

有 機 的 な 批 評 の 現 場 �

住 吉 智 恵 � 文

　 ア � テ � ス ト ・ ピ � ト ︵ 以 下 A P ︶ が 参 加 者 の 募 集 を 開 始 す る に あ た り � 昨 年 8 月 �

フ � シ リ テ � タ � で あ り 参 加 作 家 で あ る ハ ラ サ オ リ へ の イ ン タ ビ � � を 担 当 し た � 応

募 を 検 討 し た 人 の 多 く が � 本 企 画 の 主 旨 に つ い て 知 る た め に こ の イ ン タ ビ � � 記 事 を

一 読 し た と 思 う �

　 そ う い � た 経 緯 か ら � A P の 実 践 の 現 場 に ︵ ２ 日 間 に す ぎ な い が ︶ オ ブ ザ � バ � と

し て 立 会 い � F / T と ハ ラ が 目 指 し た ﹁ ア � テ � ス ト た ち に よ る ア � テ � ス ト 自 身 の

た め の 相 互 批 評 の 場 ﹂ を 見 学 し た � 当 日 の 様 子 や 参 加 者 の レ ポ � ト を 参 考 に 客 観 的 な

見 解 を 記 し た い �

　 私 が 視 察 で き た の は 会 期 中 � 4 日 目 の ワ � ク シ � � プ と 最 終 日 5 日 目 の プ レ ゼ ン

テ � シ � ン だ � た � １ 日 目 ・ ２ 日 目 は � 多 く の 時 間 が 参 加 者 各 自 の 活 動 に つ い て の 自

己 紹 介 と 問 題 意 識 の 共 有 に 費 や さ れ た と 聞 く � こ の 最 初 の プ レ ゼ ン テ � シ � ン が 本 プ

ロ グ ラ ム で 唯 一 の � 写 真 や 動 画 な ど の ビ ジ � ア ル 資 料 を 交 え て 自 身 の コ ン セ プ ト と 技

法 に つ い て 発 表 す る 機 会 と な � た � ︵ 参 加 者 た ち は 互 い に 面 識 が あ � た り � 作 品 を 観 て

い る 間 柄 と は か ぎ ら な い ︶ そ の 後 は 一 貫 し て � 彼 ら は 言 語 感 覚 を ギ ン ギ ン に 覚 醒 さ せ �

論 理 の 軸 か ら 離 れ な い よ う 自 身 の 立 脚 点 を 常 に 注 視 し な が ら � 自 己 / 他 者 の 表 現 に つ

い て 思 考 と イ メ � ジ を 働 か せ た は ず だ �

　 ３ 日 間 の セ � シ � ン で エ ン ジ ン が 充 分 温 ま � て い た の だ ろ う � 4 日 目 に 会 場 を 訪 れ

る と � 参 加 者 と ゲ ス ト 講 師 の 大 谷 能 生 氏 と の や り と り は す で に ド ラ イ ブ が か か � て い

た � こ の 日 は コ � チ 大 谷 の 誘 導 で � 体 系 化 さ れ た 音 楽 史 を 基 調 と し て � 各 作 家 の 創 作

態 度 を そ の 文 脈 に 落 と し 込 む こ と で � そ れ ぞ れ の 輪 郭 と 座 標 を 明 ら か に し て い � た �

今 回 は 音 楽 の 分 野 か ら 参 加 者 は い な か � た が � こ の 目 か ら ウ ロ コ を ﹁ 斜 め か ら 引 き 剥

が す ﹂ よ う な ア プ ロ � チ が 効 果 的 だ � た こ と に 鮮 や か な 印 象 を 受 け た �

　 特 殊 技 能 を 要 す る そ の 専 門 性 に よ � て � 音 楽 と い う 分 野 は 他 の ジ � ン ル の 芸 術 と め �

た に 混 じ り 合 う こ と な く � 独 立 性 を 保 � た ま ま 発 達 し て き た � し か し そ の 一 方 で � 音 楽

の 創 作 � 実 践 � 記 録 � 再 生 � 環 境 � 主 題 � テ ク ノ ロ ジ � と い � た 要 件 は � き わ め て 複 雑

な 構 造 で 絡 み あ い な が ら も 外 界 に 開 か れ て い て � 参 加 者 た ち が イ メ � ジ し や す く � 共 通

認 識 を 持 つ こ と が 容 易 で あ る �

　 そ れ ぞ れ に 異 な る 専 門 分 野 を 持 つ 参 加 者 に と � て � 自 己 / 他 者 の ア � ト へ の 取 り 組 み

か た が � 音 楽 史 上 の ト ピ � ク に 喩 え な が ら ﹁ 位 置 づ け ﹂ ら れ て い く プ ロ セ ス は � 新 鮮 で

あ る と 同 時 に 深 い 理 解 を 得 ら れ た の で は な い か � も う 一 歩 踏 み 込 ん で � 自 己 / 他 者 の 作

品 や 活 動 を ﹁ 価 値 づ け ﹂ す る 局 面 が あ � た と し て も � こ の 方 法 論 に 立 ち 返 る こ と は 冷 静

で 的 確 な 批 評 的 視 座 を も た ら す に 違 い な い �

　 ５ 日 目 の 最 終 回 は ア � テ � ス ト 全 員 の プ レ ゼ ン テ � シ � ン が 行 わ れ た � こ こ ま で

の 議 論 で 炙 り だ さ れ た 共 通 の 問 題 意 識 の な か で も 特 に ﹁ 観 客 論 ﹂ と ﹁ 創 作 手 段 ﹂ に

フ � � カ ス し � 各 作 家 が 自 身 の 作 品 の ﹁ 枠 組 み ﹂ と ﹁ 方 向 性 ﹂ を 整 理 し て 発 表 す る �

　 さ ら に 参 加 者 全 員 と 大 谷 氏 に よ る � そ れ ぞ れ の 方 向 性 の 考 え か た を め ぐ る フ � � ド

バ � ク の 時 間 が 設 け ら れ た こ と は 画 期 的 だ � こ れ ま で 見 た 異 分 野 混 合 の ワ � ク シ � �

プ や ク リ エ イ シ � ン の 現 場 で � 相 手 の 専 門 分 野 に つ い て 批 評 的 な コ メ ン ト を す る こ と

は � た と え そ れ が 文 化 交 流 や 学 び の 場 で あ � て も � ア � テ � ス ト た ち が 互 い に 敬 意 を

払 う が ゆ え に 注 意 深 く 迂 回 さ れ て き た 感 が あ る � し か し な が ら こ こ で 交 わ さ れ た 議 論 は �

互 い の 相 違 点 や 前 提 と な る 定 義 づ け を 慎 重 に 確 認 し あ い な が ら � 曲 解 や 誤 読 を 怖 れ ず に

率 直 な 疑 問 を 投 げ か け � ま た そ れ に 真 摯 に 答 え よ う と 努 め る 有 機 的 な も の だ � た �

　 と は い え � 言 葉 で 精 査 さ れ た 問 題 意 識 は と き に 言 葉 で 着 地 点 を 見 い だ し た 時 点 で 解

決 し た よ う な 感 触 を 得 て し ま い が ち だ � そ こ か ら 実 践 に つ な が る 仕 組 み や 手 法 を 探 �

て い く の は 各 自 の 孤 独 な 作 業 と な る � プ レ ゼ ン テ � シ � ン の な か で � 武 田 が 自 宅 の 庭

で 最 期 ま で 表 現 行 為 を ま � と う し た 首 く く り 栲 象 を 例 に 挙 げ � 小 林 が 現 代 美 術 の 展 示

と し て の パ フ � � マ ン ス と 観 客 に つ い て 問 題 提 起 し た よ う に � 身 体 表 現 に お い て ﹁ 観

客 論 ﹂ が 改 め て 重 要 に な る の は 実 践 の フ � � ズ で あ る � 本 プ ロ グ ラ ム に お い て 作 家 同

士 が 共 通 言 語 で 詰 め て い � た ロ ジ � ク や 技 法 が � 上 演 や 展 示 な ど の 現 場 で � テ ク ニ カ

ル ス タ � フ や オ � デ � エ ン ス と い う 立 場 を 異 に す る 同 胞 の 知 性 と 感 覚 に 訴 求 す る も の

に な る の か � そ の 成 果 を も 精 査 し て い く こ と が 本 企 画 の 重 要 な 着 地 点 と な る だ ろ う � �

　 永 き に わ た り � 日 本 の 芸 術 に は 批 評 文 化 と 議 論 の 場 が 根 づ い て こ な か � た � 教 育 �

制 作 � メ デ � ア � い ず れ の 現 場 に も 批 評 的 視 点 に 立 � た 評 価 基 軸 の 論 評 や プ ラ � ト

フ � � ム が 不 足 し て い る � 誰 も が 寸 評 家 に な れ る S N S を 筆 頭 に � ア � ト を め ぐ る 玉 石

混 淆 の 言 葉 が 錯 綜 す る い ま � ア � テ � ス ト ・ ピ � ト は � 作 家 た ち が 創 作 態 度 を 表 明 す る

言 葉 を 自 ら 獲 得 し � 相 互 批 評 を 通 し て 作 品 の 精 度 を 高 め て い く 鍛 錬 の 場 と し て 始 動 し た �

今 後 も 回 を 重 ね な が ら � 参 加 作 家 た ち の 活 動 を き め 細 か く 評 価 し � 豊 か な 方 法 論 を 蓄 積

し て い く こ と が で き る な ら ば � 本 企 画 の 意 義 は さ ら に 深 い も の に な る は ず だ �

ア � ト プ ロ デ � � サ � � 1 9 9 0 年 代 よ り ア � ト

ジ � � ナ リ ス ト と し て 活 動 � 2 0 0 3 � 2 0 1 5 年

ア � ト ス ペ � ス& バ �TRAUMARIS 主 宰 � 2 0 1 8

年 よ りRealTokyo デ � レ ク タ � � 2 0 1 6 年 よ り ダ ン

ス 保 育 園 !! 実 行 委 員 会 代 表 �http://www.traumaris.jp

住 吉 智 恵
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9.    事業概要

3. 参加費・人数等

①参加費　無料

②参加人数　6名（うち2名はユニットとして参加）

③参加条件

I.    事前集会への参加

II.   F/T 公式 HP アーティスト・ピットページでのプロフィール公開

III. SNSで本プログラムに関する発信をする際は、リテラシーとして自分の意見を出すこ　  

とは許可するが、特定される個人への否定的な意見・攻撃は行わないこと。

IV.  実施後レポートの提出とドキュメントへの掲載。

4. 応募条件

①原則、全5回のプログラムすべてに参加できること

② 20~40歳まで

③既に創作活動をしており、身体表現を追求している作家

(例：振付家、演出家、映像作家、パフォーマー、ヴォイスパフォーマー、その他身体をメディア・

素材として扱う表現者)

④今後も舞台芸術の分野で活動を続けていく意思があること

5. 募集人数・応募方法等

①募集人数　6名程度

②応募方法　F/T公式HP『アーティスト・ピット』ページ内 応募フォームより

③応募フォーム記入項目

I.     氏名もしくはアーティスト名／年齢／所属（あれば）／メールアドレス／日中連絡のつ

    く電話番号／住所

II.    応募動機（400字以内）

III.  直近の活動歴

 （国内外の公演、展示、滞在制作経験など、直近のものから、最大5活動まで記載可）

IV.  自身の創作テーマとその背景(200字程度)

V.    現在、作品創作において抱えている課題(150~200字程度)

VI.  今後の活動方針や目標(150~200字程度)

VII. 必要書類の添付

A) アーティスト写真（本人の顔がはっきりとわかるもの）

データ形式：jpgもしくはpng　

B) 作品のポートフォリオ（最大３作品まで）

規格：A4

内容：  (1) 作品の写真（使用する写真は、１作品につき１枚とするこ）

(2) 作品のタイトル

(3) 作品のコンセプト

(4) 作品内で自分が担った役割

(5) 役割の中で具体的に何をしたか

(6) ホームページや動画資料がある場合は、リンク先を記載すること。

※１作品につき、1ページにまとめること

※複数作品を提出する方は、1つのデータにまとめて提出すること。

データ形式：PDF

6. 選考のプロセス・採否の発表

書類審査： 9/9（Mon）→書類選考結果通知： 9/10（Tue）

→個人面談： 9/15（Sun）、17（Tue）→参加決定通知： 9/27（Fri）

※通知は採否に関わらず、本人に通知。

7. 応募期間

8/13（Tue）- 9/8（Sun）

1. 日程・会場等

①日程　11/18（Mon）、19（Tue）　11：00～ 18：00

          　11/25（Mon）、26（Tue）　11：00～ 18：00

          　11/29（Fri）　                13：00～ 17：30

②会場　くすのき荘(東京都豊島区上池袋4-20-1)

③ファシリテーター　ハラサオリ

④ゲストコーチ　大谷能生（11/25、26、29に参加）

2. 対象

①リサーチ方法や創作プロセスの方法論を考え、

それを他者へ伝えることや共有することを自覚的に行っていくことに関心がある人

②自分の作品や人の作品に対して、客観性を持って言語化することに関心が強い人
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〈 フェスティバル/トーキョー19 〉

主催 　　　フェスティバル/トーキョー実行委員会

豊島区／公益財団法人としま未来文化財団／ NPO法人アートネットワーク・ジャパン、

東京芸術祭実行委員会〔豊島区、公益財団法人としま未来文化財団、フェスティバル/トーキョー

実行委員会、公益財団法人東京都歴史文化財団（東京芸術劇場・アーツカウンシル東京）〕

協賛　　　アサヒグループホールディングス株式会社、株式会社資生堂

オープニングプログラム主催　　　文化庁、独立行政法人日本芸術文化振興会

「トランスフィールド from アジア」共催 　　　国際交流基金アジアセンター

令和元年度 文化庁 国際文化芸術発信拠点形成事業（豊島区国際アート・カルチャー都市推進事業）

オープニングプログラムは、「2019年度日本博を契機とする文化資源コンテンツ創成事業」として、

文化庁、独立行政法人日本芸術文化振興会との主催により開催いたしました。

フェスティバル/トーキョー 19は東京芸術祭2019の一環として開催いたしました。

フェスティバルトーキョー 19は東アジア文化都市2019豊島と連携して開催いたしました。

フェスティバル/トーキョー 19は日本・ポーランド国交樹立100周年記念事業に参加いたしました。

〈 アーティスト・ピット 〉

ファシリテーター　　　 ハラサオリ

ゲストコーチ  　　　大谷能生

制作　　　岡崎由実子、神永真美　

制作アシスタント　　　植松七海

広報   　　　小倉明紀子　　

記録写真　　　加藤和也（FAIFAI）

フェスティバル/トーキョー実行委員会事務局

 〒171-0031東京都豊島区目白5-24-12 旧真和中学校 4階

TEL　　 03-5961-5202  　FAX　　 03-5961-5207

https://www.festival-tokyo.jp

発行・編集　　フェスティバル/トーキョー実行委員会

デザイン　　齋藤拓実（Allright Graphics）、山田晴香

発行日　　2020年3月30日

禁・無断転載　© フェスティバル/トーキョー実行委員会
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